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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　新無線（ＮＲ）無線アクセスネットワークにおけるユーザ機器を動作させる方法であっ
て、
　前記ユーザ機器によるスケジューリング要求の送信のために少なくとも１つのスロット
において利用可能である参照時間リソースを前記ユーザ機器に設定する無線リソース制御
（ＲＲＣ）メッセージを受信することであって、前記参照時間リソースは参照シンボルＲ
を含み、前記参照シンボルＲはスロットオフセットに基づいて開始スロットに対して設定
され、前記スロットオフセットはあらかじめ定められ、前記少なくとも１つのスロットの
それぞれは１４シンボルのスロット持続時間を有し、受信した前記ＲＲＣメッセージは、
前記スロット持続時間より短い期間の周期性を指示する要求周期性Ｐを前記ユーザ機器に
さらに設定し、前記要求周期性Ｐは２シンボルおよび７シンボルのうちの１つに相当する
、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信することと、
　前記参照シンボルＲおよび前記要求周期性Ｐに基づく要求送信シンボルＴにおいて物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上でスケジューリング要求メッセージを送信す
ることであって、前記スケジューリング要求メッセージは１シンボルにわたって送信され
るＰＵＣＣＨフォーマット０のメッセージである、スケジューリング要求メッセージを送
信することと、を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＲＲＣメッセージは前記要求周期性Ｐおよび前記参照シンボルＲのうちの少なくと
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も１つを明示的に指示する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記参照時間リソースは、１シンボル、２シンボル、または４～１４シンボルとして設
定される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　新無線（ＮＲ）無線アクセスネットワークのためのユーザ機器であって、前記ユーザ機
器は、処理回路構成および無線回路構成を含み、
　前記ユーザ機器によるスケジューリング要求の送信のために少なくとも１つのスロット
において利用可能である参照時間リソースを前記ユーザ機器に設定する無線リソース制御
（ＲＲＣ）メッセージを受信することであって、前記参照時間リソースは参照シンボルＲ
を含み、前記参照シンボルＲはスロットオフセットに基づいて開始スロットに対して設定
され、前記スロットオフセットはあらかじめ定められ、前記少なくとも１つのスロットの
それぞれは１４シンボルのスロット持続時間を有し、受信した前記ＲＲＣメッセージは、
前記スロット持続時間より短い期間の周期性を指示する要求周期性Ｐを前記ユーザ機器に
さらに設定し、前記要求周期性Ｐは２シンボルおよび７シンボルのうちの１つに相当する
、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを受信することと、
　前記参照シンボルＲおよび前記要求周期性Ｐに基づく要求送信シンボルＴにおいて物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上でスケジューリング要求メッセージを送信す
ることであって、前記スケジューリング要求メッセージは１シンボルにわたって送信され
るＰＵＣＣＨフォーマット０のメッセージである、スケジューリング要求メッセージを送
信することと、
　を行うために、前記処理回路構成および無線回路構成を利用するように設定される、ユ
ーザ機器。
【請求項５】
　前記ＲＲＣメッセージは前記要求周期性Ｐおよび前記参照シンボルＲのうちの少なくと
も１つを明示的に指示する、請求項４に記載のユーザ機器。
【請求項６】
　前記参照時間リソースは、１シンボル、２シンボル、または４～１４シンボルとして設
定される、請求項４に記載のユーザ機器。
【請求項７】
　新無線（ＮＲ）無線アクセスネットワークのためのネットワークノードであって、前記
ネットワークノードは、処理回路構成および無線回路構成を含み、
　ユーザ機器によるスケジューリング要求の送信のために少なくとも１つのスロットにお
いて利用可能である参照時間リソースを前記ユーザ機器に設定する無線リソース制御（Ｒ
ＲＣ）メッセージを前記ユーザ機器に送信することによって前記ユーザ機器を設定するこ
とであって、前記参照時間リソースは参照シンボルＲを含み、前記参照シンボルＲはスロ
ットオフセットに基づいて開始スロットに対して設定され、前記スロットオフセットはあ
らかじめ定められ、前記少なくとも１つのスロットのそれぞれは１４シンボルのスロット
持続時間を有し、送信した前記ＲＲＣメッセージは、前記スロット持続時間より短い期間
の周期性を指示する要求周期性Ｐを前記ユーザ機器にさらに設定し、前記要求周期性Ｐは
２シンボルおよび７シンボルのうちの１つに相当する、ユーザ機器を設定することと、
　前記参照シンボルＲおよび前記要求周期性Ｐに基づく要求送信シンボルＴにおいて物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上でスケジューリング要求メッセージを受信す
ることであって、前記スケジューリング要求メッセージは１シンボルにわたって送信され
るＰＵＣＣＨフォーマット０のメッセージである、スケジューリング要求メッセージを受
信することと、
　を行うために、前記処理回路構成および無線回路構成を利用するように設定される、ネ
ットワークノード。
【請求項８】
　前記ＲＲＣメッセージは前記要求周期性Ｐおよび前記参照シンボルＲのうちの少なくと



(3) JP 6963032 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

も１つを明示的に指示する、請求項７に記載のネットワークノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信または遠隔通信の通信技術に関連し、とりわけ、例えば、モバイル
通信のための無線アクセス技術に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、第５世代の無線通信技術が開発中であり、これは、多種多様の使用事例に役立つ
ようにすることを目標とする。よって、この開発は、高レベルの柔軟性をシステムに提供
することを目的とするが、このことは望ましくないレベルの（制御）シグナリングオーバ
ーヘッドをもたらし得る。１つのタイプの制御シグナリングは、例えば、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）が送信のためのリソースを要求する場合のスケジューリング要求に関連している。要
求自体は、リソース上で送られなければならず、これらリソースは設定される、あるいは
指示されるまたは確保される必要がある。とりわけ、低レイテンシのアプリケーション、
またはこのような要求に利用可能な高密度のリソースを必要とする他のアプリケーション
にとって、シグナリングオーバーヘッドは重要であり得る。
【発明の概要】
【０００３】
　本開示の目的は、とりわけ、ユーザ機器（ＵＥ）がアップリンク送信のためのリソース
を所望していることを指示するスケジューリング要求、例えば、ＵＥからネットワーク（
例えば、ネットワークノード）への送信を取り扱うための効率的な制御シグナリングを可
能にするアプローチを提供することである。これらアプローチは、とりわけ、３ＧＰＰ（
第３世代パートナーシッププロジェクト、標準化団体）に従って、第５世代（５Ｇ）通信
ネットワークまたは５Ｇ無線アクセス技術もしくはネットワーク（ＲＡＴ／ＲＡＮ）にお
いてとりわけ有利に実施される。適したＲＡＮはとりわけ、ＮＲ、例えば、リリース１５
もしくはそれ以降のリリースまたはＬＴＥエボリューションによるＲＡＮであってよい。
【０００４】
　概して、無線アクセスネットワークにおいてユーザ機器（またはより一般的には、第１
の無線ノード）を動作させる方法が開示される。ユーザ機器（または第１の無線ノード）
は、参照時間リソースが設定されている。参照時間リソースは、ユーザ機器によるスケジ
ューリング要求の送信のために１つまたは複数のスロットにおいて利用可能である。さら
に、参照時間リソースは参照シンボルＲを含み、この場合、１つまたは複数のスロットの
それぞれは、スロット内のシンボルの数Ｎに基づくスロット持続時間を有する。ユーザ機
器または第１の無線ノードは、さらに、スロット持続時間より短い期間の周期性を指示す
る要求周期性Ｐが設定されている。方法は、参照シンボルＲおよび周期性Ｐに基づく要求
送信シンボルＴにおいてスケジューリング要求メッセージを送信することを含む。
【０００５】
　無線アクセスネットワークのためのユーザ機器も検討される。ユーザ機器は参照時間リ
ソースが設定されている。参照時間リソースは、ユーザ機器によるスケジューリング要求
の送信のために１つまたは複数のスロットにおいて利用可能である。参照時間リソースは
参照シンボルＲを含み、この場合、１つまたは複数のスロットのそれぞれは、スロット内
のシンボルの数Ｎに基づくスロット持続時間を有する。ユーザ機器（または第１の無線ノ
ード）は、さらに、スロット持続時間より短い期間の周期性を指示する要求周期性Ｐが設
定されている。ユーザ機器（または第１の無線ノード）は、参照シンボルＲおよび周期性
Ｐに基づく要求送信シンボルＴにおいてスケジューリング要求メッセージを送信するよう
に適応されるおよび／または設定される。ユーザ機器または第１の無線ノードは、要求送
信シンボルＴを送信する、これが設定される、および／またはこれを判断するための、処
理回路構成および／または無線回路構成、とりわけ送信機、受信機、および／または送受
信機を含んでよい、および／またはこれを利用するように適応されてよい。代替的にまた
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は追加的に、ユーザ機器または第１の無線ノードは、対応する送信モジュール、設定モジ
ュール、および／または判断モジュールを含んで（例えば、メモリに記憶していて）よい
。
【０００６】
　無線アクセスネットワークにおいて無線ノード（またはネットワークノード配置構成）
を動作させる方法が記載される。方法は、参照時間リソースをユーザ機器または第１の無
線ノードに設定することを含む。参照時間リソースは、ユーザ機器または第１の無線ノー
ドによるスケジューリング要求の送信のために１つまたは複数のスロットにおいて利用可
能である。参照時間リソースは参照シンボルＲをさらに含み、この場合、１つまたは複数
のスロットのそれぞれは、スロット内のシンボルの数Ｎに基づくスロット持続時間を有す
る。ユーザ機器または第１の無線ノードはまた、スロット持続時間より短い期間の周期性
を指示する要求周期性Ｐが（例えば、ネットワーク、とりわけ、無線ノードまたはノード
配置構成によって）設定されている。方法は、参照シンボルＲおよび周期性Ｐに基づく受
信シンボルＲＣにおいて（例えば、ユーザ機器または第１の無線ノードからの）スケジュ
ーリング要求メッセージを受信することを含む。方法は、例えば、物理チャネルおよび／
または共有チャネルのようなデータチャネル、とりわけ、ＰＵＳＣＨまたはＰＳＳＣＨに
おける送信のために、受信したスケジューリング要求メッセージに基づいてユーザ機器ま
たは第１の無線ノードをスケジューリングすることも含んでよい。
【０００７】
　無線アクセスネットワークのための無線ノード（またはネットワークノード配置構成）
も提案される。無線ノード（またはネットワークノード配置構成）は、参照時間リソース
がユーザ機器または第１の無線ノードに設定するように適応されるおよび／または設定さ
れる。参照時間リソースは、ユーザ機器または第１の無線ノードによるスケジューリング
要求の送信のために１つまたは複数のスロットにおいて利用可能である。参照時間リソー
スは参照シンボルＲを含み、この場合、１つまたは複数のスロットのそれぞれは、スロッ
ト内のシンボルの数Ｎに基づくスロット持続時間を有する。ユーザ機器または第１の無線
ノードはまた、スロット持続時間より短い期間の周期性を指示する要求周期性Ｐが（例え
ば、ネットワークによって、とりわけ、無線ノードまたはノード配置構成において）設定
される。また、無線ノード（またはネットワークノード配置構成）は、参照シンボルＲお
よび周期性Ｐに基づく要求受信シンボルＲＣにおいて（例えば、ユーザ機器または第１の
無線ノードからの）スケジューリング要求メッセージを受信するように適応される。無線
ノード（またはネットワークノード配置構成）は、例えば、物理チャネルおよび／または
共有チャネルのようなデータチャネル、とりわけ、ＰＵＳＣＨまたはＰＳＳＣＨにおける
送信のために、受信したスケジューリング要求メッセージに基づいてユーザ機器または第
１の無線ノードをスケジューリングするように適応または設定されてよい。無線ノード（
またはネットワークノード配置構成）は、設定する、受信する、および／またはスケジュ
ーリングするための、処理回路構成および／または無線回路構成、とりわけ、送信機、受
信機、および／または送受信機を含んでよい、および／またはこれを利用するように適応
されてよい。代替的にまたは追加的に、無線ノード（またはネットワークノード配置構成
）は、対応する設定モジュール、受信モジュール、および／またはスケジューリングモジ
ュールを含んでよい。
【０００８】
　無線ノード、とりわけ第１の無線ノードは、ユーザ機器またはネットワークノードであ
ってよい。場合によっては、第１の無線ノードはユーザ機器である、および／または無線
ノードはネットワークノードである。しかしながら、いくつかの変形例、例えばサイドリ
ンクシナリオでは、無線ノードはユーザ機器であってよい。他の変形例では、第１の無線
ノードは、例えば、中継および／または迂回中継シナリオにおけるネットワークノードで
あってよい。
【０００９】
　参照時間リソースは、時間／周波数リソース、例えば、リソースプールまたはリソース
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領域に関連付けられる場合がある。参照時間リソースが、１つのシンボル（すなわち、参
照シンボルＲ）、または、時間的に連続し得る１つもしくは複数の追加のシンボルを含む
またはこれで構成されることが考えられ得る。参照時間リソースの持続時間（時間の長さ
）は、スロット持続時間より短い場合がある、および／または時間内にＭＲシンボルを含
んでよい。ＭＲはＮに等しいまたはこれより短くてよい。いくつかの変形例では、ＭＲは
、１、２、３、または４～１４であってよい。参照シンボルは、参照時間リソースの時間
における、例えば、シンボル数における、開始、基準、および／または持続時間を指示す
ることができる。
【００１０】
　参照時間リソースを設定することは、第１の無線ノードまたはユーザ機器に、周期性お
よび参照シンボルに基づいて（スケジューリング要求の送信に利用可能な）１つまたは複
数の利用可能なシンボルを判断するように設定すること、例えば指示することを含んでよ
い。対応する挙動は、設定によってスイッチオンまたはオフされてよい。この設定するこ
とは、参照時間リソースおよび／または参照シンボルを設定する同じメッセージ、または
異なるメッセージによるものであってよい。
【００１１】
　Ｎは、いくつかの変形例では、１４であってよいが、他の変形例が考慮されてよい。ス
ロットにおけるシンボルは、例えば、０からＮ－１まで、とりわけ０から１３までの連続
した整数によって番号付けされてよい。
【００１２】
　周期性Ｐは、スロット持続時間より短い、とりわけ、スロット持続時間の半分（Ｎ／２
）に等しいまたはこれより少ない期間に相当し得る。場合によっては、Ｐは、２または７
シンボル、またはその間の数のシンボルに相当し得る。一般的に、周期性は、スケジュー
リング要求の送信のための利用可能なリソースの周期性を指示してよい。参照シンボルは
、周期性によって規定されるパターンに対する固定シンボルとして見られる場合があり、
この場合、周期性は、スロット持続時間を下回る時間スケールにおけるものである。それ
故に、複数の利用可能なシンボル（それぞれがリソース）が提供または設定されてよい。
【００１３】
　要求送信シンボルは、対応するリソースに関連付けられてよい。スロット持続時間およ
び周期性に応じて、少なくとも２つまたは２つ以上の可能なもしくは利用可能な要求送信
シンボルがあり得る。参照シンボルＲは要求送信シンボルとみなされてよい。一般的に、
要求送信シンボルは、例えば、ユーザ機器または第１の無線ノードによって、周期性Ｐお
よび参照シンボルＲに基づいてアドレス指定可能であるスロットのシンボルから、判断お
よび／または選択されてよい。とりわけ、セットは、Ｉが正もしくは負の整数またはゼロ
であるＲ＋Ｉ×Ｐで番号付けされたスロットのシンボルを含んでよく、それによって、シ
ンボルは依然スロット内にあるようにする。いくつかの変形例では、Ｉの値は、（Ｒが利
用可能である複数のスロットの）１つまたは複数の連続したスロットにわたるように正で
あってよい。この場合、それぞれのわたったスロット境界に対して、シンボル数はスロッ
トにおける総シンボル数Ｎに低減される場合がある。代替的に、それぞれのスロットに対
して、利用可能なシンボルは、Ｉがスロットにおけるシンボル数のみを表すように限定さ
れるものとすることができる。参照シンボルが複数のスロットに利用可能である場合、ス
ロットは時間的に連続しているか、または場合によっては、Ｒがスケジューリング要求に
利用可能ではないスロットによって、例えば、与えられたスロット周期性によって、割り
込まれる場合がある。複数のスロットについて、参照シンボルＲは同じ番号を有し得るこ
とで、スロットのそれぞれにおいて、少なくとも同じ番号が付けられた参照シンボルが利
用可能である。
【００１４】
　スケジューリング要求、対応して相当するシグナリングは、１つのキャリアアグリゲー
ション、キャリア、帯域幅部分、および／または１つのチャネル（例えば、ＰＵＳＣＨま
たはＰＳＳＣＨのような物理チャネル、または論理チャネル）、チャネルグループ（とり



(6) JP 6963032 B2 2021.11.5

10

20

30

40

50

わけ、論理チャネルグループ）、もしくはベアラ（またはベアラグループ）に関連し得る
。スケジューリング要求は、特定チャネル、例えば、物理制御チャネル、例えば、ＰＵＣ
ＣＨまたはＰＳＣＣＨであってよい、および／または無競合チャネルであってよい、制御
チャネル上で送信されてよい。チャネルは、キャリアアグリゲーション、キャリア、帯域
幅部分、および／またはスケジューリング要求が関連している１つのチャネル、チャネル
グループ、もしくはベアラに関連付けられてよい。スケジューリング要求は、このような
構造のうちの１つに、リソースが該構造における送信のために要求される場合に関連する
ことが考えられ得る。
【００１５】
　一般的に、スケジューリング要求メッセージを送信すること（または受信すること）は
、参照シンボルＲおよび周期性Ｐに基づいて要求を送信するのに利用可能なシンボルのセ
ットを判断することを含んでよい。このような判断は、個別にスロットごとに、またはス
ロットのセットに対して、例えば、それに応じてＩを選択することによって、または別の
方法によるものであってよい。
【００１６】
　参照シンボルＲは、例えば、スロットオフセットに基づいて、開始スロットに対して設
定されてよい。開始スロットは、参照シンボルＲが利用可能である最初のスロットであっ
てよい。開始スロットは、（例えば、処理時間および／または標準定義に基づいて）あら
かじめ定められてよい、および／または、例えば、上位層シグナリング、例えば、準静的
シグナリングおよび／またはＲＲＣシグナリングによって、設定されてよい、または設定
可能であってよい。開始スロットは、スロットオフセットとして設定可能である。いくつ
かの変形例では、参照シンボルＲはスケジューリング要求の送信に利用可能な（時間的に
）最初のシンボルであってよい。
【００１７】
　スケジューリング要求は、ユーザ機器または第１の無線ノードが、例えば、バッファに
送信するためのデータを有する場合、送信のためのリソースを要求することを指示してよ
い。いくつかの変形例では、スケジューリング要求は、１つまたは複数のバッファのデー
タのサイズおよび／またはデータのサイズ範囲を指示し得るバッファステータス情報を含
んでよい。バッファは、チャネル、またはチャネルのグループに相当し得る。スケジュー
リング要求は、スケジューリング要求メッセージによって伝達されてよい。
【００１８】
　一般的に、スケジューリング要求に利用可能なシンボルは、含まれるシンボルの範囲を
指示するまたは表すことができ、この範囲にわたって、スケジューリング要求は送信され
てよい。スロットにおけるスケジューリング要求の送信に利用可能な２つのシンボルは、
利用可能なシンボルが連続していないまたは割り込まれる場合があるように、スロットの
少なくとも１つのシンボルによって分離されてよい。しかしながら、要求送信シンボルＴ
においてスケジューリング要求が送信されるシンボルの範囲は、利用可能な１つまたは複
数の他のシンボルに達するのに十分な長さがあってよい。このような利用可能なシンボル
について、開始されるスケジューリング要求送信はないが、より早い送信が継続し得るこ
とが考えられ得る。送信に利用可能なシンボルは、送信が開始可能であるシンボルを指示
してよい。
【００１９】
　一般的に、それぞれの利用可能なシンボルに、例えば、ＲＲＣシグナリングによって、
例えば、準静的に、時間／周波数リソース、チャネル、および／または送信フォーマット
（例えば、メッセージフォーマット）が指示されるおよび／または設定されることが考え
られ得る。このような設定は、参照シンボルを設定するメッセージ、または異なるメッセ
ージによるものであってよい。時間／周波数リソースは一般的に、１つまたは複数のリソ
ースエレメント、例えば、１つまたは複数のシンボル、および１つまたは複数の関連のサ
ブキャリアもしくは物理リソースブロックを含んでよい。
【００２０】
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　スケジューリング要求メッセージは１つまたは複数のシンボルにわたって送信されてよ
い、および／または参照時間リソースは１つまたは複数のシンボルを含む。スケジューリ
ング要求メッセージは、とりわけＰＵＣＣＨまたはＰＳＳＣＨメッセージ、例えば、フォ
ーマット０またはフォーマット１（またはこの導関数）のメッセージであってよい、およ
び／または１つのシンボル（例えば、フォーマット０）または（例えば、参照時間リソー
スの設定によって、設定可能であってよいまたは設定されてよい４～１４個の）複数のシ
ンボルにわたって送信されてよい。
【００２１】
　いくつかの変形例では、スケジューリング要求メッセージは、物理制御チャネルメッセ
ージ、例えば、ＰＵＣＣＨまたはＰＳＳＣＨメッセージであってよい。
【００２２】
　周期性Ｐおよび／もしくは参照シンボルＲは準静的に設定されてよい、ならびに／また
は周期性Ｐおよび／もしくは参照シンボルＲは無線リソース制御シグナリングを利用して
設定されてよい。
【００２３】
　周期性Ｐおよび参照シンボルＲは、同じメッセージまたは異なるメッセージで設定され
る。異なるメッセージは、異なる無線ノードから、または同じ無線ノードからのものであ
ってよい。
【００２４】
　要求送信シンボルＴは、スロット内で、同じスロットの参照シンボルＲよりも早くてよ
い。これは、例えば、開始スロットに対するものであり得、それによって、スケジューリ
ング要求は最初に設定されたシンボルＲより早く送信され得る。
【００２５】
　ユーザ機器または第１の無線ノードは、スロットオフセットが（例えば、ネットワーク
、とりわけ無線ノードによって）設定され、このスロットオフセットは、参照時間リソー
スがそのときから利用可能である開始スロットを指示することが考えられ得る。それ故に
、開始スロットの位置は、動作条件および／または（例えば、ネットワーク、例えば無線
ノードにシグナリング可能である）ＵＥ能力に適応され得る。
【００２６】
　スケジューリング要求メッセージは、例えば、ペイロードまたは情報ビットであってよ
い、１または２ビットを含むまたは表すことができる。いくつかの変形例では、メッセー
ジは、誤り符号化ビットを含んでよい、および／または、例えば、メッセージが複数のシ
ンボルにわたって送信される場合、ペイロードまたは情報ビットを繰り返してよい。
【００２７】
　一般的に、スケジューリング要求メッセージの１ビット（または複数のビット）は、ユ
ーザ機器がユーザ機器による送信のためのリソースを要求しているかどうかを指示してよ
い。
【００２８】
　処理回路構成に、本明細書に説明されるような方法を制御および／または実行させるよ
うに適応された命令を含むプログラム製品があることも考えられる。
【００２９】
　また、本明細書に説明されるようなプログラム製品を保持するおよび／または記憶する
キャリア媒体配置構成が記載される。
【００３０】
　本明細書に説明されるような無線ノードを含む、および／またはこれに接続されるもし
くは接続可能な対応する情報システムが考えられ得る。
【００３１】
　一般に、スケジューリング要求の送信に利用可能なシンボルは、このような送信の可能
なまたは利用可能な開始シンボルを表すことができる。それ故に、要求送信シンボルにお
いて送信されるスケジューリング要求の送信は、要求送信シンボルにおいて開始すること
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ができる。
【００３２】
　要求受信シンボルは、要求送信シンボルおよびシグナリング時間に基づいてよい。スケ
ジューリング要求メッセージを受信することは、それに応じて要求受信シンボルを判断す
ることを含む、およびこれに基づくことができる。受信することが、要求受信シンボル（
および／または関連の時間／周波数リソース）における受信した送信を、スケジューリン
グ要求メッセージおよび／または第１の無線ノード（もしくはＵＥ）と関連付けることを
含んでよいことは、留意されるべきである。受信することは、一般的に、送信に利用可能
なシンボルに対応する受信シンボルにおけるスケジューリング要求メッセージをリッスン
することを含んでよい。第１の無線ノードまたはＵＥをスケジューリングすることは、共
有チャネル、例えば、ＰＵＳＣＨまたはＰＳＳＣＨのようなデータチャネルにおける、ま
たは、例えば、低レイテンシチャネルであってよい専用チャネルにおけるものであってよ
い、例えば、データシグナリングのためのスケジューリングされたリソースが設定される
ことを含んでよい。
【００３３】
　ネットワークノード配置構成は、１つまたは複数の無線ノード、とりわけ、同じまたは
異なるタイプのものであってよいネットワークノードを含むことができる。この配置構成
の異なるノードは、本明細書で説明される種々の機能性に適応させることができる、およ
び／またはこれを提供することができる。ネットワークノード配置構成は、いくつかの変
形例では、無線アクセスネットワークおよび／または異種ネットワーク（ＨｅｔＮｅｔ）
を表す、および／または、例えば、アンカーノードおよびブースターノード、ならびに／
または、それぞれまたはどちらかの１つまたは複数を含む、デュアル（またはマルチプル
）コネクティビティを提供することができる。ノード配置構成の無線ノードは、これらの
間の通信のための適したインターフェース、例えば、通信インターフェース、および／ま
たは対応する回路構成を含んでよい。
【００３４】
　本明細書に説明されるような複数の無線ノード、とりわけ、ネットワークノードおよび
１つまたは複数のユーザ機器を含むシステムが考えられ得る。
【００３５】
　シグナリングまたは送信は、メッセージおよび／または情報を、このメッセージおよび
／または情報がシグナリングの（変調）波形で表される場合、伝達するとみなされ得る。
とりわけ、メッセージおよび／または情報の抽出は、シグナリングの復調および／または
復号を必要とする場合がある。情報は、メッセージが情報を表す、値、パラメータ、ビッ
トフィールド、および／または指示もしくはインジケータ、あるいはこれらの複数または
組み合わせを含む場合、メッセージに含まれると考えられ得る。このようなメッセージに
含まれる情報は、メッセージを伝達するシグナリングによって伝達されると考えられてよ
く、この逆もまた同様に考えられ得る。
【００３６】
　本明細書に説明されるアプローチは、スケジューリング要求のための、とりわけ、例え
ば、スロット持続時間を下回る短い周期性のためのリソースの効率的な設定を可能にする
。第１の無線ノードまたはＵＥは、シグナリングオーバーヘッドを限定するように、（例
えば、対応するシグナリングによって）１つのリソース／参照シンボルのみが設定される
ことに基づいて、スロットにおける利用可能なシンボルを判断することができる。
【００３７】
　参照シンボルは一般的に、例えば、インジケータによってシンボルを指示することで直
接、または、例えば、リソースセット、テーブル、および／または時間／周波数リソース
に言及して間接的に設定されてよい。
【００３８】
　図面は、本明細書に説明される概念およびアプローチを示すために提供され、これらの
概念およびアプローチの範囲を限定することは意図されていない。
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【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】スケジューリング要求に利用可能なシンボルを示す図である。
【図２】ユーザ機器として実装される例示の無線ノードを示す図である。
【図３】ネットワークノードとして実装される例示の無線ノードを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　下記において、ＮＲ　ＲＡＴの文脈におけるアプローチについて例証の目的で説明する
。しかしながら、該アプローチは、一般的に、他の技術と共に適用可能である。また、ネ
ットワークノードのようなシグナリング無線ノードと、ＵＥのような無線ノードとの間の
アップリンクおよびダウンリンクにおける通信は、例として説明される。アプローチは、
このような通信に限定されると解釈されるべきではなく、サイドリンク、または迂回中継
もしくは中継通信にも適用可能である。参照を容易にするために、場合によっては、チャ
ネル上のシグナリングまたは送信を表すようにチャネルが言及される。ＰＵＳＣＨは、ア
ップリンクデータシグナリング、ＰＤＳＣＨダウンリンクデータシグナリング、ＰＤＣＣ
Ｈダウンリンク制御シグナリング（とりわけ、スケジューリングアサインメントまたはグ
ラントのような１つまたは複数のＤＣＩメッセージ）、ＰＵＣＣＨアップリンク制御シグ
ナリング、とりわけ、ＵＣＩのシグナリングを表すことができる。スケジューリング要求
メッセージは、場合によっては、ペイロードまたは情報として、スケジューリング要求（
例えば、１ビット）またはせいぜい１つの追加ビットのみを伝達するメッセージであって
よい。しかしながら、場合によっては、メッセージはまた、追加のペイロード、例えば、
追加の制御情報、例えば、フィードバック情報（例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのようなＨＡ
ＲＱ肯定応答情報）、および／または測定報告情報、例えば、チャネル状態情報および／
またはビーム形成情報を含んでよい。ペイロード情報を表すビットに加えて、メッセージ
は誤り符号化ビットを含むことができる。
【００４１】
　図１は、スケジューリング要求のための設定を示す。いくつかの連続したスロットが示
され、これらのそれぞれは、スロット内のシンボルの数、例えば、１４もしくは１２、ま
たは異なる数（ＮＲには１４であってよい）に基づくスロット持続時間を有する。それぞ
れのスロットについて、スケジューリング要求（ＳＲ）のための参照時間リソースが設定
されており、これは、ＳＲのための設定済みＰＵＣＣＨリソースと称される。これは、Ｒ
ＲＣシグナリングが設定されていてよい、および／または準静的に設定されていてよい。
参照シンボルＲは、このリソースに関連付けられており、かつリソースが暗黙的にまたは
明示的に設定される。リソースが時間的に複数のシンボルにわたり得ることは留意される
べきである。スケジューリング要求ＳＲに対する周期性Ｐも設定されており、これは、ス
ロット持続時間より短い周期に、例えば、スロットのシンボルより少ないシンボルの数に
相当する。スロットにおける他の利用可能なシンボル（および／または関連のリソースま
たはシンボル範囲）は、例えば、（受信またはスケジューリングについて）ＵＥまたはネ
ットワークノードによって自動的に判断可能である。ＳＲのために設定されるＰＵＣＣＨ
リソースはスロット内の開始シンボルＳＳＲを有し、これは参照シンボルであってよい。
ＳＲ周期性は、例えば、２もしくは７シンボル、または別の値、とりわけ２～７のＬＳＲ

による、Ｐ＝ＬＳＲであってよい。全体で、１スロット当たり、続く、ＳＲのためのＰＵ
ＣＣＨリソースは、ＳＳＲ，０＝ｍｏｄ（ＳＳＲ，ＬＳＲ）であるＳＳＲ，ｎ＝ＳＳＲ，

０＋ｎ・ＬＳＲの開始位置、およびＬがシンボルにおけるスロット長である

によって規定される。開始スロットについて、参照シンボルより早い（利用可能なシンボ
ルに相当する）いずれの開始位置が利用可能であるかどうかは、設定されてよい、設定可
能であってよい、またはあらかじめ定められてよい。
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【００４２】
　利用可能なシンボルに関連しているリソースは、一般に、制御シグナリングおよび／ま
たは制御チャネル、とりわけ、ＰＵＣＣＨまたはＰＳＣＣＨのような物理制御チャネルに
関連付けられてよい、および／または一般的には制御情報（例えば、ＵＣＩおよび／また
はＳＣＩ）、または具体的にはスケジューリング要求に関連付けられてよい。送信のため
のフォーマットは、リソースおよび／またはスケジューリング要求、例えば、フォーマッ
ト０または１（またはこの導関数）のようなペイロードサイズまたは１もしくは２バイト
を有するフォーマットに対して設定されてよい。
【００４３】
　図２は、無線ノード、とりわけＵＥ（ユーザ機器）として実装されてよい、とりわけ、
端末または無線デバイス１０を概略的に示す。無線ノード１０は、（制御回路構成とも称
されてよい）処理回路構成２０を含み、これは、メモリに接続されるコントローラを含ん
でよい。無線ノード１０の任意のモジュール、例えば、通信モジュールまたは判断モジュ
ールは、とりわけ、コントローラにおけるモジュールとして処理回路構成２０において実
装されてよい、および／またはこれによって実行可能であってよい。無線ノード１０はま
た、受信および送信、または送受信機能性を提供する無線回路構成２２（例えば、１つま
たは複数の送信機、受信機、および／または送受信機）を含み、無線回路構成２２は処理
回路構成に接続されるまたは接続可能である。無線ノード１０のアンテナ回路構成２４は
、信号を収集するもしくは送る、および／または増幅するために無線回路構成２２に接続
されるまたは接続可能である。それを制御する無線回路構成２２および処理回路構成２０
は、ネットワーク、例えば、本明細書に説明されるようなＲＡＮとのセルラー通信のため
に、および／またはサイドリンク通信のために設定される。無線ノード１０は、一般的に
、本明細書に開示される端末またはＵＥのような無線ノードを動作させる方法のいずれか
を実行するように適応されてよく、とりわけ、対応する回路構成、例えば、処理回路構成
、および／またはモジュールを含むことができる。
【００４４】
　図３は、とりわけ、ネットワークノード１００として実装可能である無線ノード１００
、例えば、ＮＲのためのｅＮＢ、ｇＮＢ、または同様のものを概略的に示す。無線ノード
１００は、メモリに接続されるコントローラを含んでよい（制御回路構成と称されてもよ
い）処理回路構成１２０を含む。ノード１００の、任意のモジュール、例えば、送信モジ
ュール、受信モジュール、および／または設定モジュールは、処理回路構成１２０におい
て実装されてよい、および／またはこれによって実行可能であってよい。処理回路構成１
２０は、（例えば、１つまたは複数の送信機、受信機、および／または送受信機を含む）
受信および送信、ならびに／または送受信機能性を提供するノード１００の無線回路構成
１２２を制御するために接続される。アンテナ回路構成１２４は、信号受信もしくは送信
、および／または増幅のために無線回路構成１２２に接続されてよいまたは接続可能であ
ってよい。ノード１００は、本明細書に開示される無線ノードまたはネットワークノード
を動作させるための方法のいずれかを実行するように適応されてよく、とりわけ、対応す
る回路構成、例えば、処理回路構成、および／またはモジュールを含むことができる。ア
ンテナ回路構成１２４は、アンテナアレイに接続されてよいおよび／またはこれを含んで
よい。ノード１００、対応してその回路構成は、本明細書に説明されるようなネットワー
クノードまたは無線ノードを動作させる方法のいずれかを実行するように適応可能であり
、とりわけ、対応する回路構成、例えば、処理回路構成および／またはモジュールを含ん
でよい。無線ノード１００は一般的に、例えば、無線ノードのような別のネットワークノ
ードと、および／またはコアネットワークおよび／またはインターネットもしくはローカ
ルネットと、とりわけ、ユーザ機器に送信される情報および／またはデータを提供するこ
とができる情報システムと通信するための通信回路構成を含んでよい。
【００４５】
　送信タイミング構造、シンボル、スロット、ミニスロット、サブキャリア、および／ま
たはキャリアのような特定のリソース構造への言及は、特定のヌメロロジーに関連する場
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合があり、これは、あらかじめ定められてよい、設定されてよい、および／または設定可
能であってよい。送信タイミング構造は、１つまたは複数のシンボルに及ぶことができる
時間間隔を表すことができる。送信タイミング構造のいくつかの例は、送信時間間隔（Ｔ
ＴＩ）、サブフレーム、スロット、およびミニスロットである。スロットは、所定の、例
えば、あらかじめ定められた、および／または設定されたもしくは設定可能なシンボルの
数、例えば、６もしくは７、または１２もしくは１４を含んでよい。ミニスロットは、ス
ロットのシンボルの数より小さい（とりわけ、設定可能であってよいまたは設定されてよ
い）シンボルの数、とりわけ、１、２、３、または４シンボルを含んでよい。送信タイミ
ング構造は、使用されるシンボル時間長および／またはサイクリックプレフィックスに依
存している場合がある特定の長さの時間間隔に及んでよい。送信タイミング構造は、例え
ば、通信のために同期される、時間ストリームにおける特定の時間間隔に関連してよいお
よび／また及ぶことができる。送信のために使用されるおよび／またはスケジューリング
されるタイミング構造、例えば、スロットおよび／またはミニスロットは、他の送信タイ
ミング構造によって提供されるおよび／または規定されるタイミング構造との関連でスケ
ジューリングされてよい、および／またはこれに同期されてよい。このような送信タイミ
ング構造は、例えば、最小のタイミング単位を表す個々の構造内のシンボル時間間隔によ
るタイミンググリッドを規定することができる。このようなタイミンググリッドは例えば
、スロットまたはサブフレームによって規定されてよい（場合によっては、サブフレーム
はスロットの特定の変形例とみなされる場合がある）。送信タイミング構造は、場合によ
って、使用されるサイクリックプレフィックスに加えてこのシンボルの持続時間に基づい
て判断される持続時間（時間の長さ）を有することができる。送信タイミング構造のシン
ボルは、同じ持続時間を有してよい、またはいくつかの変形例では、異なる持続時間を有
してよい。送信タイミング構造内のシンボルの数は、あらかじめ定められてよい、設定さ
れてよい、もしくは設定可能であってよい、ならびに／またはヌメロロジーに依存してよ
い。ミニスロットのタイミングは一般的に、とりわけ、ネットワークおよび／またはネッ
トワークノードによって設定されてよいまたは設定可能であってよい。タイミングは、送
信タイミング構造の任意のシンボル、とりわけ、１つまたは複数のスロットにおいて開始
および／または終了するように設定可能であってよい。ミニスロットは、ノンスロットベ
ースまたは（ＮＲにおける）Ｂタイプと称されてもよい、スケジューリング、シグナリン
グ、または送信の特定の形態に相当するとみなされてよく、これは、スロット全体に対し
ておよび／またはスロットベースの構造に関してスケジューリングされたシグナリングと
別個のように見られる場合がある。
【００４６】
　一般的に、とりわけ、処理回路構成および／または制御回路構成上で実行される時、処
理回路構成および／または制御回路構成に、本明細書に説明される任意の方法を実行させ
るおよび／または制御させるように適応された命令を含むプログラム製品があることが考
えられる。また、本明細書に説明されるようなプログラム製品を保持するおよび／または
記憶するキャリア媒体配置構成があることが考えられる。
【００４７】
　キャリア媒体配置構成は、１つまたは複数のキャリア媒体を含んでよい。一般的に、キ
ャリア媒体は、処理回路構成または制御回路構成によってアクセス可能、読み出し可能、
および／または受信可能であってよい。データ、プログラム製品、および／またはコード
を記憶することは、データ、プログラム製品、および／またはコードを保持することの一
部と見られる場合がある。キャリア媒体は一般的に、ガイド／トランスポート媒体および
／または記憶媒体を含むことができる。ガイド／トランスポート媒体は、信号、とりわけ
、電磁信号、電気信号、磁気信号および／または光信号を保持するように適応されてよい
、保持してよい、および／または記憶してよい。キャリア媒体、とりわけ、ガイド／トラ
ンスポート媒体は、このような信号を案内してこれらを伝達するように適応されてよい。
キャリア媒体、とりわけ、ガイド／トランスポート媒体は、例えば、無線波またはマイク
ロ波といった電磁場、および／または、例えば、グラスファイバおよび／またはケーブル
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といった光学的に伝送可能な材料を含んでよい。記憶媒体は、揮発性または不揮発性であ
り得るメモリ、バッファ、キャッシュ、光ディスク、磁気メモリ、フラッシュメモリなど
の少なくとも１つを含んでよい。
【００４８】
　本明細書に説明されるような１つまたは複数の無線ノード、とりわけ、ネットワークノ
ードおよびユーザ機器を含むシステムについて説明する。システムは、無線通信システム
であってよい、ならびに／または、無線アクセスネットワークを提供するおよび／もしく
は表すことができる。
【００４９】
　また、一般的に、情報システムを動作させる方法が考えられ得、この方法は情報を提供
することを含む。代替的にまたは追加的に、情報を提供するように適応される情報システ
ムが考えられ得る。情報を提供することは、ターゲットシステムのためにおよび／または
これに情報を提供することを含み、このターゲットシステムは、無線アクセスネットワー
クおよび／または無線ノード、とりわけ、ネットワークノード、またはユーザ機器もしく
は端末を含んでよい、および／またはこれらとして実装されてよい。情報を提供すること
は、情報を、転送する、ストリーミングする、送る、および／もしくは渡すこと、このよ
うなおよび／またはダウンロードするために情報を与えること、および／または例えば、
異なるシステムまたはノードに情報を、ストリーミングすること、転送すること、送るこ
と、および／または渡すことを行わせるようにトリガすることによって、このように提供
することをトリガすることを含んでよい。情報システムは、例えば、１つまたは複数の中
間システム、例えば、コアネットワーク、インターネット、および／またはプライベート
もしくはローカルネットワークを介して、ターゲットを含んでよい、および／またはこれ
に接続もしくは接続可能であってよい。このような中間システムを利用しておよび／また
はこれを介して情報が提供可能である。情報を提供することは、無線送信、および／また
はエアインターフェースを介する、および／または本明細書に説明されるようなＲＡＮま
たは無線ノードを利用する送信に対するものであってよい。情報システムをターゲットに
接続すること、および／または情報を提供することは、ターゲット指示に基づいてよい、
および／またはターゲット指示に適応していてよい。ターゲット指示は、ターゲット、お
よび／または、ターゲットおよび／もしくは経路に関連する送信、または情報がターゲッ
トに提供される接続の１つまたは複数のパラメータを指示することができる。このような
パラメータは、とりわけ、エアインターフェース、無線アクセスネットワーク、無線ノー
ド、および／またはネットワークノードに関連する場合がある。例示のパラメータは、例
えば、ターゲットのタイプおよび／もしくは性質、送信能力（例えばデータレート）、レ
イテンシ、信頼性、および／または費用を指示する、および／またはサービス品質、レイ
テンシ、データスループット、および／または優先度を指示することができ、とりわけ、
１つまたは複数のこれらの推定値に対応してこのように提供するための能力を指示するこ
とができる。ターゲット指示は、例えば、ターゲットから受信される情報および／または
履歴情報に基づいて、ターゲットによって提供されてよい、もしくは情報システムによっ
て判断されてよい、および／または、ユーザ、例えば、ＲＡＮおよび／またはエアインタ
ーフェースを介して、例えば、ターゲット、またはターゲットと通信するデバイスを動作
させるユーザによって提供されてよい。例えば、ユーザは、ウェブインターフェースであ
ってよい、ユーザアプリケーションまたはユーザインターフェース上で、例えば、情報シ
ステムによって提供される選択から選択することによって、情報がＲＡＮを介して提供さ
れることになる情報システムと通信するユーザ機器上で指示することができる。情報シス
テムは１つまたは複数の情報ノードを含んでよい。情報ノードは、一般的に、処理回路構
成および／または通信回路構成を含んでよい。とりわけ、情報システムおよび／または情
報ノードは、コンピュータおよび／またはコンピュータ配置構成、例えば、ホストコンピ
ュータもしくはホストコンピュータ配置構成、および／またはサーバもしくはサーバ配置
構成として実装されてよい。いくつかの変形例では、情報システムの対話型サーバ（例え
ば、ウェブサーバ）は、ユーザインターフェースを提供することができ、ユーザ入力に基
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づいて、別のサーバからのユーザ（および／またはターゲット）への情報提供を送信する
ことおよび／またはストリーミングすることをトリガしてよく、この別のサーバは、対話
型サーバに接続されてよいもしくは接続可能であってよい、および／または情報システム
の一部であってよい、または情報システムに接続もしくは接続されてよい。情報は、任意
の種類のデータ、とりわけ、ユーザ、または端末における使用を対象としたデータ、例え
ば、ビデオデータ、音声データ、場所データ、対話型データ、ゲーム関連データ、環境デ
ータ、技術データ、交通データ、車両データ、状況データ、および／または動作データで
あってよい。情報システムによって提供される情報は、（エアインターフェースのシグナ
リングまたはチャネルであってよく、および／またはＲＡＮ内でおよび／または無線送信
に使用されてよい）本明細書に説明されるような、通信もしくはデータシグナリングおよ
び／または１つもしくは複数のデータチャネルに、マッピングされてよい、マッピング可
能であってよい、および／またはマッピングが意図されてよい。例えば、とりわけ、通信
もしくはデータシグナリングおよび／または１つもしくは複数のデータチャネルへのマッ
ピングに関連する場合がある、データ量、データレート、データ構造、および／またはタ
イミングに関して、ターゲット指示および／またはターゲットに基づいてフォーマットさ
れることが考えられ得る。データシグナリングおよび／またはデータチャネルに対するマ
ッピング情報は、例えば、通信の上位層においてデータを伝達するためにシグナリング／
チャネルを使用することに言及することが考えられ得、ここでシグナリング／チャネルは
送信を引き起こす。ターゲット指示は一般的に、異なるソースを有することができる、お
よび／またはターゲットおよび／またはターゲットへの通信路の異なる特性を指示するこ
とができる、異なるコンポーネントを含んでよい。情報のフォーマットは、具体的には、
本明細書に説明されるように、エアインターフェース上でおよび／またはＲＡＮによって
送信される情報に対して、例えば、異なるフォーマットのセットから、選択されてよい。
これは、エアインターフェースが能力および／または予測可能性に関して限定される場合
がある、および／または場合によって、費用重視である場合があるため、とりわけ適切で
ある場合がある。フォーマットは、とりわけ、本明細書に説明されるようなＲＡＮまたは
無線ノードが、ターゲットと情報システムとの間の情報の（指示される、計画される、お
よび／または予想される経路であってよい）経路におけるものであることを指示すること
ができる、送信指示に適応されるように選択されてよい。情報の（通信）経路は、情報シ
ステムと、情報を提供するまたは転送するノードとの間のインターフェース（例えば、無
線および／またはケーブルインターフェース）および／または中間システム（ある場合）
、ならびに、情報が渡されるまたは渡されることになるターゲットを表してよい。経路は
、ターゲット指示が提供される時、および／または情報が情報システムによって提供／転
送される時、例えば、インターネットが関与する場合、（少なくとも部分的に）判断され
ない場合があり、この経路は、複数の動的に選定された経路を含んでよい。情報、および
／または情報に使用されるフォーマットは、パケットベースであってよい、パケットに対
して、マッピングされてよい、マッピング可能であってよい、および／またはマッピング
されることが意図されてよい。代替的にまたは追加的に、情報システムに指示するターゲ
ットを提供することを含むターゲットデバイスを動作させる方法があることが考えられ得
る。さらに代替的にまたは追加的に、情報システムにターゲット指示を提供するように適
応されるターゲットデバイスが考えられ得る。別のアプローチでは、情報システムにター
ゲット指示を提供するように適応される、および／またはこのための指示モジュールを含
むターゲット指示ツールがあることが考えられ得る。ターゲットデバイスは一般的に、上
述されるようなターゲットであってよい。ターゲット指示ツールは、ソフトウェア、アプ
リケーションもしくはアプリ、および／またはウェブインターフェースもしくはユーザイ
ンターフェースを含んでよい、および／またはこれらとして実装されてよい、および／ま
たはツールによって行われるおよび／または制御されるアクションを実施するための１つ
または複数のモジュールを含んでよい。ツールおよび／またはターゲットデバイスは、指
示するターゲットが判断され得るおよび／または提供され得ることに基づいて、ユーザ入
力を受信するように適応されてよい、および／または方法はこれを含んでよい。代替的に
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または追加的に、ツールおよび／またはターゲットデバイスは、情報、および／または情
報を伝達する通信シグナリングを受信すること、および／または情報について、動作させ
ること、および／または（例えば、スクリーン上で、および／または指示の音声としても
しくは他の形態として）提示することに適応させてよい、および／または方法はこれらを
含んでよい。情報は、受信した情報、および／または情報を伝達する通信シグナリングに
基づいてよい。情報を提示することは、とりわけ、異なるフォーマット間で、および／ま
たは提示するのに使用されるハードウェアに対して、受信した情報を処理すること、例え
ば、復号することおよび／または変換することを含んでよい。情報について動作させるこ
とは、提示することと無関係であってよい、もしくは提示しなくてよい、および／または
提示を続行するもしくは提示に成功することができる、ならびに／あるいは、例えば、自
動処理、もしくはＭＴＣデバイスのような（例えば、規則的な）ユーザ対話のないターゲ
ットデバイスに対して、または、自動車、トランスポート、または産業利用のために、ユ
ーザ対話またはユーザ受信さえもなくてよい。情報または通信シグナリングは、ターゲッ
ト指示に基づいて予想および／または受信されてよい。情報について提示することおよび
／または動作させることは、一般的に、１つまたは複数の処理ステップ、とりわけ、情報
を、復号すること、実行すること、解釈すること、および／または変換することを含んで
よい。情報について動作させることは、一般的に、例えば、情報をシグナリングにマッピ
ングすること（このようなマッピングは、一般的に、１つまたは複数の層、例えば、エア
インターフェースの１つまたは複数の層、例えば、ＲＬＣ（無線リンク制御）層、ＭＡＣ
層、および／または物理層に関連する場合がある）を含んでよい、例えば、エアインター
フェース上で、情報を中継することおよび／または送信することを含んでよい。情報は、
ターゲット指示に基づいて通信シグナリングに対してインプリント（またはマッピング）
されてよく、これによって、（例えば、ネットワークノード、またはとりわけ、ＵＥまた
は端末のようなターゲットデバイスに対して）ＲＡＮにおける使用に適することになり得
る。ツールは、ＵＥまたは端末のようなターゲットデバイス上での使用に適応されてよい
。一般的に、ツールは、例えば、ターゲット指示を提供するおよび／もしくは選択する、
例えば、ビデオおよび／または音声を提示する、ならびに／または受信した情報について
動作させるおよび／もしくは記憶するための、複数の機能性を提供することができる。タ
ーゲット指示を提供することは、例えば、ターゲットデバイスが、ＵＥ、またはＵＥのた
めのツールである場合、ＲＡＮにおける、シグナリングとしての、および／または、シグ
ナリングで伝達される指示を送信することもしくは転送することを含んでよい。このよう
に提供される情報が１つまたは複数のさらなる通信インターフェース、経路、および／ま
たは接続を介して情報システムに転送されてよいことは、留意されるべきである。ターゲ
ット指示は上位層指示であってよい、および／または情報システムによって提供される情
報は、上位層、例えば、とりわけ、トランスポート層および物理層のような無線層より上
の、アプリケーション層またはユーザ層の情報であってよい。ターゲット指示は、物理層
無線シグナリングにおいてマッピングされてよい、例えば、ユーザプレーンにまたは上で
関連していてよく、および／または情報は、物理層無線通信シグナリング上でマッピング
されてよい、例えば、（とりわけ、逆の通信方向において）ユーザプレーンに関連してい
る、またはユーザプレーンにあってよい。説明したアプローチによって、とりわけ、エア
インターフェースを効率的に使用するのに適するおよび／または適応させた特定のフォー
マットにおいて提供される情報を容易にするターゲット指示が提供されることが可能にな
る。ユーザ入力は、例えば、情報システムによって提供される情報のデータレート、パッ
ケージング、および／またはサイズに関して、例えば、複数の可能な送信モードもしくは
フォーマット、および／または経路からの選択を表すことができる。
【００５０】
　一般に、ヌメロロジーおよび／またはサブキャリア間隔は、キャリアのサブキャリアの
（周波数領域における）帯域幅、キャリアにおけるサブキャリアの数、および／またはキ
ャリアにおけるサブキャリアの番号付けを指示することができる。異なるヌメロロジーは
、とりわけ、サブキャリアの帯域幅が異なっている場合がある。いくつかの変形例では、
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キャリアにおけるサブキャリア全ては、これらに関連付けられる同じ帯域幅を有する。ヌ
メロロジーおよび／またはサブキャリア間隔は、とりわけ、サブキャリア帯域幅に関して
、キャリア間で異なっていてよい。シンボル時間長、および／またはキャリアに関連する
タイミング構造の時間長は、キャリア周波数、サブキャリア間隔、および／またはヌメロ
ロジーに依存していてよい。とりわけ、異なるヌメロロジーは、異なるシンボル時間長を
有してよい。１つのキャリアに対して、複数のヌメロロジーが規定および／または設定さ
れてよい。ヌメロロジーは、サブキャリア間隔、帯域幅、および／または周波数基準によ
ってパラメータ付けされてよい。帯域幅は、ヌメロロジーに使用されるキャリアの周波数
範囲を表すことができる。周波数基準は、キャリア上で帯域幅が位置する場所を特定する
ことができる。周波数基準は、帯域幅の境界周波数、例えば、低または高周波数境界に対
応してよく、および／またはサブキャリアの中心周波数を表すことができる。サブキャリ
アは、基準サブキャリア、とりわけ、境界サブキャリアであってよい。例えば、サブキャ
リアは、ヌメロロジーの物理リソースブロック、例えば、（周波数における）帯域幅の始
端／下端における物理リソースブロックにおける（例えば、周波数および／または番号に
おいて）最低サブキャリアであってよい。場合によっては、サブキャリアは、（周波数に
おける）帯域幅の末端／高い方の端にある物理リソースブロックの（周波数および／また
は番号において）最高サブキャリアであってよい。
【００５１】
　シグナリングは一般的に、１つまたは複数のシンボル、信号、および／またはメッセー
ジを含んでよい。信号は、１つまたは複数のビットを含むまたは表すことができる。指示
は、シグナリングを表してよい、および／または１つの信号としてまたは複数の信号とし
て実施されてよい。１つまたは複数の信号は、メッセージに含まれてよい、および／また
メッセージによって表されてよい。シグナリング、とりわけ、制御シグナリングは、複数
の信号および／またメッセージを含んでよく、これらは種々のキャリア上で送信されてよ
い、および／また、例えば、１つまたは複数のこのようなプロセスおよび／もしくは対応
する情報を表すおよび／またはこれらに関連する、種々のシグナリングプロセスに関連付
けられてよい。指示は、シグナリング、複数の信号、および／またはメッセージを含んで
よい、および／またはこれらに含まれてよく、この指示は、種々のキャリア上で送信され
てよい、および／または、種々の肯定応答シグナリングプロセスに、例えば、１つまたは
複数のこのようなプロセスを表すおよび／またはこれらに関連するように、関連付けられ
てよい。チャネルに関連付けられたシグナリングは、そのチャネルについてのシグナリン
グおよび／または情報を表すように、および／またはシグナリングがそのチャネルに属す
る送信機および／または受信機によって解釈されるように送信されてよい。このようなシ
グナリングは一般的に、そのチャネルについての送信パラメータおよび／またはフォーマ
ットに従うものであってよい。
【００５２】
　アップリンクまたはサイドリンクシグナリングは、ＯＦＤＭＡ（直交周波数分割多元接
続）またはＳＣ－ＦＤＭＡ（シングルキャリア周波数分割多元接続）シグナリングであっ
てよい。ダウンリンクシグナリングは、とりわけ、ＯＦＤＭＡシグナリングであってよい
。しかしながら、シグナリングはこれらに限定されない（フィルタバンクベースのシグナ
リングは１つの代替策とみなされ得る）。
【００５３】
　無線ノードは一般的に、無線および／もしくは無線通信（および／またはマイクロ波）
の周波数通信、ならびに／または、例えば、通信標準に従って、エアインターフェースを
利用する通信に適応されるデバイスまたはノードとみなされ得る。
【００５４】
　無線ノードは、ネットワークノード、ユーザ機器、または端末であってよい。ネットワ
ークノードは、無線通信ネットワークの任意の無線ノード、例えば、基地局、ｇＮｏｄｅ
Ｂ（ｇＮＢ）、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、中継ノード、マイクロ／ナノ／ピコ／フェムト
ノード、送信ポイント（ＴＰ）、アクセスポイント（ＡＰ）、および／または本明細書に
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説明されるようなとりわけＲＡＮのための他のノードであってよい。
【００５５】
　無線デバイス、ユーザ機器（ＵＥ）、および端末という用語は、本開示の文脈において
互換性があるとみなされてよい。無線デバイス、ユーザ機器、または端末は、無線通信ネ
ットワークを利用する通信のための端末装置を表すことができる、および／または、標準
に従ってユーザ機器として実装されてよい。ユーザ機器の例には、スマートフォンのよう
な電話、個人用通信デバイス、携帯電話もしくは端末、コンピュータ、とりわけラップト
ップ、無線能力を有する（および／またはエアインターフェースに適応された）、とりわ
け、ＭＴＣ（Ｍ２Ｍ（マシンツーマシン）と称される時もあるマシン型通信）のためのセ
ンサもしくはマシン、または、無線通信に適応された車両が含まれてよい。ユーザ機器ま
たは端末は、モバイルまたは据え置き型であってよい。
【００５６】
　無線ノードは、一般的に、処理回路構成および／または無線回路構成を含むことができ
る。無線ノード、とりわけ、ネットワークノードは、場合によっては、ケーブル回路構成
および／または通信回路構成を含んでよく、これらによって、別の無線ノードおよび／ま
たはコアネットワークに接続されてよいまたは接続可能であってよい。
【００５７】
　回路構成は集積回路構成を含んでよい。処理回路構成は、１つまたは複数のプロセッサ
および／もしくはコントローラ（例えば、マイクロコントローラ）、ならびに／あるいは
、ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路構成）および／もしくはＦＰＧＡ（フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ）、または同様のものを含むことができる。処理回路構成が、１つ
または複数数のメモリもしくはメモリ配置構成を含む、および／またはこれらに（動作可
能に）接続されるもしくは接続可能であるとみなされ得る。メモリ配置構成は、１つまた
は複数のメモリを含んでよい。メモリはデジタル情報を記憶するように適応されてよい。
メモリについての例には、揮発性および不揮発性メモリ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気および／もしくは光メモリ、フラッシュメモ
リ、ハードディスクメモリ、ならびに／または、ＥＰＲＯＭもしくはＥＥＰＲＯＭ（消去
可能プログラマブルＲＯＭもしくは電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ）が含まれる。
【００５８】
　無線回路構成は、１つまたは複数の送信機、受信機、および／もしくは送受信機を含ん
でよい（送受信機は、送信機および受信機として動作してよい、もしくは動作可能であっ
てよい、および／または、例えば、１つのパッケージまたはハウジングにおいて受信およ
び送信するための統合または分離回路構成を含んでよい）、１つまたは複数の増幅器、発
振器、および／またはフィルタを含んでよい、ならびに／あるいはアンテナ回路構成、１
つまたは複数のアンテナ、および／またはアンテナアレイを含んでよい、および／もしく
はこれらに接続されてよいもしくは接続可能であってよい。アンテナアレイは１つまたは
複数のアンテナを含むことができ、これらは次元アレイ、例えば、２Ｄまたは３Ｄアレイ
、および／またはアンテナパネルにおいて配置されてよい。リモート無線ヘッド（ＲＲＨ
）はアンテナアレイの例とみなされてよい。しかしながら、いくつかの変形例では、ＲＲ
Ｈは、実装される回路構成および／または機能性の種類に応じて、ネットワークノードと
して実装されてもよい。
【００５９】
　通信回路構成は、無線回路構成および／またはケーブル回路構成を含んでよい。通信回
路構成は、一般的に、１つまたは複数のインターフェースを含むことができ、これらは、
エアインターフェース、ケーブルインターフェース、および／または、例えば、レーザベ
ースの光インターフェースであってよい。インターフェースはとりわけ、パケットベース
のものであり得る。ケーブル回路構成および／またはケーブルインターフェースは、（例
えば、光ファイバーベースおよび／またはワイヤーベースの）１つまたは複数のケーブル
を含んでよい、および／またはこれに接続されてもしくは接続可能であってよく、直接ま
たは間接的に（例えば、１つまたは複数の中間システムおよび／もしくはインターフェー
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スを介して）例えば、通信回路構成および／または処理回路構成によって制御されるター
ゲットに接続されてまたは接続可能であってよい。
【００６０】
　本明細書に開示されるモジュールの任意の１つまたは全ては、ソフトウェア、ファーム
ウェア、および／またはハードウェアにおいて実装されてよい。異なるモジュールは、無
線ノードの異なるコンポーネント、例えば、異なる回路構成、もしくは回路構成の異なる
部分に関連付けられてよい。モジュールは種々のコンポーネントおよび／または回路構成
にわたって分散されることが考えられ得る。本明細書に説明されるようなプログラム製品
は、プログラム製品が実行されることが意図されるデバイス（例えば、ユーザ機器または
ネットワークノード）に関連しているモジュールを含んでよい（関連の回路構成において
実行が行われるおよび／またはこれによって制御される）。
【００６１】
　無線アクセスネットワークは、とりわけ、通信標準による、無線通信ネットワークおよ
び／または無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）であってよい。通信標準は、３ＧＰＰお
よび／または５Ｇによる、例えば、ＮＲまたはＬＴＥ、とりわけ、ＬＴＥエボリューショ
ンによる標準であってよい。
【００６２】
　競合ベースおよび／もしくはグラントフリー送信ならびに／またはアクセスは、送信ま
たは特定のデバイス（または場合によってはデバイスのグループ）のために具体的にスケ
ジューリングまたは確保されていないリソースに基づいてよい、および／または、例えば
、送信に使用されるリソースに基づいて、受信機によって送信機と明確に関連付け可能で
はない送信を含む場合がある。
【００６３】
　無線通信ネットワークは、コアネットワークに接続されてよいまたは接続可能であって
よい任意の種類のセルラーおよび／または無線の無線通信ネットワークであってよいおよ
び／またはこれを含んでよい無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）であってよいおよび／
またはこれを含んでよい。本明細書に説明されるアプローチは、とりわけ、５Ｇネットワ
ーク、例えば、ＬＴＥエボリューションおよび／またはＮＲ（新無線）、対応してこれら
を後継するものに適している。ＲＡＮは、１つもしくは複数のネットワークノード、１つ
もしくは複数の端末、および／または１つもしくは複数の無線ノードを含むことができる
。ネットワークノードは、とりわけ、１つまたは複数の端末との無線通信、無線、および
／またはセルラー通信に適応される無線ノードであってよい。端末は、ＲＡＮとまたはこ
の範囲内での無線通信、無線、および／またはセルラー通信に適応される任意のデバイス
、例えば、ユーザ機器（ＵＥ）、携帯電話、スマートフォン、コンピューティングデバイ
ス、車両通信デバイス、またはマシン型通信（ＭＴＣ）などのためのデバイスなどであっ
てよい。端末は、モバイル、または場合によっては据え置き型であってよい。ＲＡＮまた
は無線通信ネットワークは、少なくとも１つのネットワークノードおよびＵＥ、または少
なくとも２つの無線ノードを含んでよい。一般的に、無線通信ネットワークまたはシステ
ム、例えば、少なくとも１つの無線ノード、ならびに／または、少なくとも１つのネット
ワークノードおよび少なくとも１つの端末を含むＲＡＮまたはＲＡＮシステムがあること
が考えられ得る。
【００６４】
　ダウンリンクにおける送信は、ネットワークまたはネットワークノードから端末への送
信に関連し得る。アップリンクにおける送信は、端末からネットワークまたはネットワー
クノードへの送信に関連し得る。サイドリンクにおける送信は、端末間での（直接）送信
に関連し得る。アップリンク、ダウンリンク、およびサイドリンク（例えば、サイドリン
ク送信および受信）は、通信方向とみなされてよい。いくつかの変形例では、アップリン
クおよびダウンリンクはまた、例えば、無線迂回中継および／または中継通信のためのネ
ットワークノード間の説明した無線通信、および／または基地局または同様のネットワー
クノード間の（無線）ネットワーク通信、とりわけ、このような基地局または同様のネッ
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トワークノードで終止する通信に使用されてよい。迂回中継、中継通信、および／または
ネットワーク通信は、サイドリンクもしくはアップリンク通信の形態として、またはこれ
らと同様に実施されてよいことが考えられ得る。
【００６５】
　制御情報、制御情報メッセージ、または対応するシグナリング（制御シグナリング）は
、制御チャネル、例えば、ダウンリンクチャネル（または場合によってはサイドリンクチ
ャネル、例えば別のＵＥをスケジューリングする１つのＵＥ）であってよい物理制御チャ
ネル上で送信されてよい。例えば、制御情報／割り当て情報は、ＰＤＣＣＨ（物理ダウン
リンク制御チャネル）、ＰＤＳＣＨ（物理ダウンリンク共有チャネル）、および／または
ＨＡＲＱ特定チャネル上においてネットワークノードによってシグナリングされてよい。
例えば、アップリンク制御情報／シグナリングのような制御情報またはシグナリングの形
態としての肯定応答シグナリングは、ＰＵＣＣＨ（物理アップリンク制御チャネル）、Ｐ
ＵＳＣＨ（物理アップリンク共有チャネル）、および／またはＨＡＲＱ特定チャネル上の
端末によって送信されてよい。多重チャネルは、マルチコンポーネント／マルチキャリア
指示またはシグナリングに適用することができる。
【００６６】
　シグナリングは、一般的に、少なくとも１つの特定のまたは一般的なターゲット（例え
ば、シグナリングをピックアップする可能性がある人）に情報を伝達することが意図され
る（例えば、時間間隔および周波数間隔にわたる）電磁波構造を表すことが考えられ得る
。シグナリングのプロセスは、シグナリングを送信することを含んでよい。シグナリング
、とりわけ、例えば、肯定応答シグナリングおよび／またはリソース要求情報を含むまた
は表す、制御シグナリングまたは通信シグナリングを送信することは、コード化すること
および／または変調することを含んでよい。コード化することおよび／または変調するこ
とは、誤り検出符号化、前方誤り訂正符号化、および／またはスクランブリングを含むこ
とができる。制御シグナリングを受信することは対応する復号および／または復調を含む
ことができる。誤り検出符号化は、パリティまたはチェックサムアプローチ、例えば、Ｃ
ＲＣ（巡回冗長検査）を含んでよいおよび／またはこれに基づいてよい。前方誤り訂正符
号化は、例えば、ターボ符号化、リード－マラー符号化、極性符号化、ＬＤＰＣ符号化（
低密度パリティ検査）を含んでよい、および／またはこれらに基づいてよい。使用される
符号化のタイプは、符号化信号が関連付けられるチャネル（例えば、物理チャネル）に基
づいてよい。符号レートは、コード化前の情報ビット数と、コード化が誤り検出符号化お
よび前方誤り訂正に対して符号化ビットを追加することが考えられるコード化後のコード
化ビット数との比率を表すことができる。符号化ビットは、符号化ビットに加えた情報ビ
ット（また、システマティックビットと呼ばれる）を指す場合がある。
【００６７】
　通信シグナリングは、データシグナリングおよび／またはユーザプレーンシグナリング
を含む、表す、および／またはこれらとして実装される場合がある。通信シグナリングは
、データチャネル、例えば、物理ダウンリンクチャネル、物理アップリンクチャネル、ま
たは物理サイドリンクチャネル、とりわけ、ＰＤＳＣＨ（物理ダウンリンク共有チャネル
）またはＰＳＳＣＨ（物理サイドリンク共有チャネル）に関連付け可能である。一般的に
、データチャネルは共有チャネルまたは専用チャネルであってよい。データシグナリング
は、データチャネルに関連付けられたおよび／またはデータチャネル上のシグナリングで
あってよい。
【００６８】
　指示は一般的に、表すおよび／または指示する情報を明示的におよび／または暗黙的に
指示することができる。暗黙的な指示は、例えば、送信に使用される位置および／または
リソースに基づいてよい。明示的な指示は、例えば、１つまたは複数のパラメータ、１つ
または複数のインデックス、および／または情報を表す１つまたは複数のビットパターン
によるパラメータ付けに基づいてよい。とりわけ、利用されるリソースシーケンスに基づ
いて本明細書に説明されるような制御シグナリングは制御シグナリングタイプを暗黙的に
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指示することが考えられ得る。
【００６９】
　リソースエレメントは一般的に、最小の、個々に使用可能な、コード化可能な、復号可
能な、変調可能な、および／または復調可能な時間周波数リソースを表すことができる、
および／または時間におけるシンボル時間長および周波数におけるサブキャリアに及ぶ時
間周波数リソースを表すことができる。信号は、リソースエレメントに割り当て可能であ
ってよいおよび／または割り当てられてよい。サブキャリアは、例えば、標準によって規
定されるように、キャリアのサブバンドであってよい。キャリアは、送信および／または
受信についての周波数および／または周波数帯域を規定することができる。いくつかの変
形例では、（結合コード化／変調された）信号は複数のリソースエレメントに及ぶことが
できる。リソースエレメントは一般的に、対応する標準、例えば、ＮＲまたはＬＴＥによ
って規定されるようなものであってよい。シンボル時間長および／またはサブキャリア間
隔（および／またはヌメロロジー）は、異なるシンボルおよび／またはサブキャリア間で
異なっている場合があるがため、異なるリソースエレメントは、時間および／または周波
数領域、とりわけ、異なるキャリアに関連するリソースエレメントにおいて異なる広がり
（長さ／幅）を有することができる。
【００７０】
　リソースは一般的に、時間周波数および／またはコードリソースを表すことができ、こ
れについて、例えば、特定のフォーマットによるシグナリングは、通信可能である、例え
ば、送信および／もしくは受信可能である、ならびに／または送信および／または受信が
意図されてよい。
【００７１】
　リソースプールは一般的に、リソース、とりわけ、時間周波数リソース、例えば、連続
したおよび／または割り込まれる場合がある時間周波数間隔、および／またはコードリソ
ースを指示するおよび／または含むことができる。リソースプールは、とりわけ、リソー
スエレメントおよび／またはリソースブロック、例えばＰＲＢを指示するおよび／または
含むことができる。ユーザ機器のような無線ノードは、設定する、対応する制御シグナリ
ングを受信した場合にリソースプールが設定されることが考えられ得る。このような制御
シグナリングは、とりわけ、本明細書に説明されるように受信用無線ノードによって送信
されてよい。制御シグナリングは、とりわけ、上位層シグナリング、例えば、ＭＡＣおよ
び／またはＲＲＣシグナリングであってよい、および／または準静的または半永続的であ
ってよい。場合によっては、応答する無線ノードまたはユーザ機器は、対応する設定につ
いて通知される場合、例えば、送信するためにプールにおけるリソースにアクセスし得る
ことが通知される場合、リソースプールが設定されることが考えられ得る。このような設
定は、場合によっては、例えば、標準および／またはデフォルト設定に基づいて、あらか
じめ定められてよい。リソースプールは、無線ノードまたはユーザ機器に応答するものに
対する専用であってよい、または場合によっては、いくつかの間で共有されてよい。リソ
ースプールは、一般的なものであってよい、または特定のタイプのシグナリング、例えば
、制御シグナリングまたはデータシグナリングのためのものであってよい。送信リソース
プールは、とりわけ、制御シグナリング、例えば、アップリンク制御シグナリングおよび
／またはサイドリンク制御シグナリングのためのものであってよい、および／またはユー
ザ機器／応答する無線ノード専用のものであってよい。リソースプールは、例えば、（受
信されたまたはスケジューリングされた）シグナリングのタイプ、または応答制御シグナ
リングのタイプに関連するおよび／またはこれによる、サブプールまたはグループにおい
て配置されてよい、複数のリソース構造を含むことが考えられ得る。それぞれのグループ
またはサブプールはいくつかのリソース構造を含んでよく、この数は、選択制御情報のイ
ンジケータおよび／またはビットフィールドによって表現可能であってよい。例えば、グ
ループにおけるリソース構造の最大数は、ビットフィールドまたはインジケータによって
表現可能な異なる値の最大数に相当し得る。異なるグループは異なる数のリソース構造を
有することができる。一般的に、グループは、インジケータまたはビットフィールドによ
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って表現可能なものより少ない数のリソース構造を含むことが考えられ得る。リソースプ
ールは、特定のシグナリングに利用可能なリソースおよび／またはリソース構造の可用性
の探索空間および／または空間を表すことができる。とりわけ、送信リソースプールは、
応答制御シグナリングに利用可能なリソースの（時間／周波数および／またはコード）領
域または空間を表すことが考えられ得る。
【００７２】
　無線ノード、とりわけ、端末またはユーザ機器を設定することは、設定に従った動作に
、無線ノードを、適応させる、これを行わせる、設定する、および／または命令すること
を指す場合がある。設定することは、別のデバイス、例えば、ネットワークノード（例え
ば、基地局またはｅＮｏｄｅＢのようなネットワークの無線ノード）またはネットワーク
によって行われてよく、この場合、設定データを、設定される無線ノードに送信すること
が含んでよい。このような設定データは、設定される設定を表す、および／または設定、
例えば、割り当てられたリソース、とりわけ周波数リソース上で送信するおよび／または
受信するための設定に関連する１つまたは複数の命令を含むことができる。無線ノードは
、例えば、ネットワークまたはネットワークノードから受信された設定データに基づいて
それ自体を設定することができる。ネットワークノードは、設定するためのその回路構成
を、利用するおよび／または利用するように適応させることができる。割り当て情報は設
定データの形態とみなされてよい。設定データは、設定情報、ならびに／あるいは１つま
たは複数の対応する指示および／もしくはメッセージを含むことができるおよび／または
これらによって表されてよい。
【００７３】
　一般的に、設定することは、設定を表す設定データを判断することと、このデータを、
１つまたは複数の他のノードに（並列におよび／または連続的に）提供すること、例えば
送信することとを含むことができ、この他のノードはこのデータをさらに無線ノード（ま
たは、無線デバイスに達するまで繰り返される場合がある、別のノード）に送信すること
ができる。代替的にまたは追加的に、例えば、ネットワークノードまたは他のデバイスに
よって無線ノードを設定することは、例えば、ネットワークのより高いレベルのノードで
あってよいネットワークノードのような別のノードから、設定データおよび／または設定
データに関連するデータを受信すること、および／または受信した設定データを無線ノー
ドに送信することを含んでよい。それ故に、設定を判断すること、および設定データを無
線ノードに送信することは、適したインターフェース、例えば、ＬＴＥの場合のＸ２イン
ターフェース、またはＮＲのための対応するインターフェースを介して通信可能であって
よい異なるネットワークノードまたはエンティティによって行われてよい。端末を設定す
ることは、端末のためのダウンリンクおよび／またはアップリンク送信、例えば、ダウン
リンクデータ、ダウンリンク制御シグナリング、ＤＣＩ、および／またはアップリンク制
御、データ、もしくは通信シグナリング、とりわけ、肯定応答シグナリングをスケジュー
リングすること、ならびに／あるいはリソースおよび／またはリソース用のリソースプー
ルを設定することを含んでよい。
【００７４】
　リソース構造は、例えば、１つは上側周波数境界であり、もう１つは下側周波数境界で
ある共通境界周波数を共有する場合、別のリソース構造が周波数領域において隣接するこ
とが考えられ得る。このような境界は、例えば、サブキャリアｎ＋１にアサインされる帯
域幅の下端も表す、サブキャリアｎにアサインされる帯域幅の上端によって表されてよい
。リソース構造は、１つは上側（または図では右側）境界であり、もう１つは下側（また
は図では左側）境界である、共通境界時間を共有する場合、別のリソース構造が時間領域
において隣接していることが考えられ得る。このような境界は、例えば、シンボルｎ＋１
にアサインされるシンボル時間間隔の開始も表す、シンボルｎにアサインされるシンボル
時間間隔の終端によって表されてよい。
【００７５】
　一般的に、リソース構造に、領域において別のリソース構造が隣接することは、領域に
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おいて他のリソース構造と接するおよび／または境界を成すと言われる場合もある。
【００７６】
　リソース構造は、一般的に、とりわけ、時間間隔および周波数間隔を表す、時間領域お
よび／または周波数領域における構造を表すことができる。リソース構造は、リソースエ
レメントを含んでよいおよび／もしくはこれで構成されてよい、リソース構造の時間間隔
は、シンボル時間間隔を含んでよいおよび／もしくはこれで構成されてよい、ならびに／
またはリソース構造の周波数間隔は、サブキャリアを含んでよいおよび／もしくはこれで
構成されてよい。リソースエレメントは、リソース構造、スロット、またはミニスロット
についての例とみなされてよい、または物理リソースブロック（ＰＲＢ）またはこの部分
はその他のものとみなされてよい。リソース構造は、特定のチャネル、例えば、ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＵＣＣＨ、とりわけ、スロットまたはＰＲＢより小さいリソース構造に関連付
け可能である。
【００７７】
　周波数領域におけるリソース構造の例には、帯域幅、帯域、または帯域幅部分が含まれ
る。帯域幅部分は、例えば、回路構成、設定、規制、および／または標準により、通信す
るための無線ノードに利用可能な帯域幅の一部であってよい。帯域幅部分は無線ノードに
設定されてよいまたは設定可能であってよい。いくつかの変形例では、帯域幅部分は、無
線ノードによって通信する、例えば、送信するおよび／または受信するために使用される
帯域幅の部分であってよい。帯域幅部分は帯域幅より小さくてよい（これは、デバイスの
回路構成／設定によって規定されるデバイス帯域幅、および／または、例えば、ＲＡＮに
利用可能なシステム帯域幅であってよい）。帯域幅部分は、１つまたは複数のリソースブ
ロックもしくはリソースブロックグループ、とりわけ、１つまたは複数のＰＲＢもしくは
ＰＲＢグループを含むことが考えられ得る。帯域幅部分は、１つまたは複数のキャリアに
関連するおよび／またはこれを含む場合がある。リソースプール、領域、またはセットは
、一般的に、１つまたは複数の（とりわけ、２つ、または２より大きい２の倍数）のリソ
ースもしくはリソース構造を含んでよい。リソースまたはリソース構造は、１つまたは複
数（とりわけ、２つ、または２より大きい２の倍数）のリソースエレメント、あるいは、
周波数が連続し得る、１つまたは複数（とりわけ、２つ、または２より大きい２の倍数）
のＰＲＢもしくはＰＲＢグループを含んでよい。制御チャネルエレメント（ＣＣＥ）は、
とりわけ、制御シグナリング、例えば、ＤＣＩまたはＳＣＩのための、リソース構造の例
とみなされてよい。
【００７８】
　キャリアは、一般的に、周波数範囲または帯域を表すことができる、および／または中
央または中心周波数および関連の周波数間隔に関連し得る。キャリアは複数のサブキャリ
アを含むことが考えられ得る。キャリアは、例えば、１つまたは複数のサブキャリアによ
って表される中央周波数または中心周波数間隔がアサインされていてよい（それぞれのサ
ブキャリアには、一般的に、周波数帯域幅または間隔がアサインされてよい）。異なるキ
ャリアは、重複していない場合がある、および／または周波数領域において隣接している
場合がある。
【００７９】
　本開示における「無線」という用語は、一般に無線通信に関連するとみなされてよく、
とりわけ、１００ＭＨｚまたは１ＧＨｚと、１００ＧＨ、または２０もしくは１０ＧＨｚ
との間の、マイクロ波、ミリメートル、および／または他の周波数を利用する無線通信を
含んでもよい。このような通信は１つまたは複数のキャリアを利用することができる。
【００８０】
　無線ノード、とりわけ、ネットワークノードまたは端末は、一般的に、とりわけ、少な
くとの１つのキャリア上で、無線通信、無線信号、および／またはデータ、とりわけ、通
信データを送信するおよび／または受信するように適応させた任意のデバイスであってよ
い。少なくとも１つのキャリアは、（ＬＢＴキャリアと呼ばれる場合がある）ＬＢＴ手順
に基づいてアクセスするキャリア、例えば、アンライセンスキャリアを含んでよい。キャ
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リアはキャリアアグリゲーションの一部であることが考えられ得る。
【００８１】
　セルまたはキャリア上で受信することまたは送信することは、セルまたはキャリアに関
連付けられた周波数（帯域）またはスペクトルを利用して受信することまたは送信するこ
とを指すことができる。セルは一般的に、１つまたは複数のキャリア、とりわけ、（ＵＬ
キャリアと呼ばれる）ＵＬ通信／送信のための少なくとも１つのキャリア、および（ＤＬ
キャリアと呼ばれる）ＤＬ通信／送信のための少なくとも１つのキャリアを含んでよいお
よび／またはこれらによってまたはこれらについて規定されてよい。セルは異なる数のＵ
ＬキャリアおよびＤＬキャリアを含むことが考えられ得る。代替的にまたは追加的に、セ
ルは、例えば、ＴＤＤベースのアプローチにおいて、ＵＬ通信／送信およびＤＬ通信／送
信のための少なくとも１つのキャリアを含んでよい。
【００８２】
　チャネルは、一般的に、論理、トランスポート、または物理チャネルであってよい。チ
ャネルは、１つまたは複数のキャリア、とりわけ、複数のサブキャリアを含んでよい、お
よび／またはこれらにおいて配置されてよい。制御シグナリング／制御情報を伝達するお
よび／または伝達するためのチャネルは、とりわけ、物理層チャネルである場合および／
または制御プレーン情報を伝達する場合、制御チャネルとみなされてよい。類似的に、デ
ータシグナリング／ユーザ情報を伝達するおよび／または伝達するためのチャネルは、と
りわけ、物理層チャネルである場合および／またはユーザプレーン情報を伝達する場合、
データチャネルとみなされてよい。チャネルは、特定の通信方向または２つの補足的な通
信方向（例えば、ＵＬおよびＤＬ、または２つの方向におけるサイドリンク）について規
定されてよく、この場合、それぞれの方向に対して１つの２つのコンポーネントチャネル
を有するとみなされてよい。チャネルの例には、低レイテンシおよび／または高信頼性の
送信のためのチャネル、とりわけ、制御および／またはデータのためのものとすることが
できる超高信頼性低レイテンシ通信（ＵＲＬＬＣ）のためのチャネルが含まれる。
【００８３】
　一般に、シンボルは、キャリア、サブキャリア間隔、および／または関連のキャリアの
ヌメロロジーに依存し得るシンボル時間長を表すことができる、および／またはこれに関
連付けられてよい。それ故に、シンボルは、周波数領域に関連するシンボル時間長を有す
る時間間隔を指示するとみなされてよい。シンボル時間長は、シンボルのまたはこれに関
連付けられた、キャリア周波数、帯域幅、ヌメロロジー、および／またはサブキャリア間
隔に依存し得る。それ故に、異なるシンボルは異なるシンボル時間長を有することができ
る。とりわけ、異なるサブキャリア間隔によるヌメロロジーは異なるシンボル時間長を有
することができる。一般的に、シンボル時間長は、例えば、前に付けるまたは後に付ける
、ガードタイム間隔または巡回拡張に基づくおよび／またはこれを含むことができる。
【００８４】
　サイドリンクは一般的に、２つのＵＥおよび／または端末の間の通信チャネル（または
チャネル構造）を表すことができ、ここで、データは、通信チャネルを介して例えば直接
、および／またはネットワークノードを介して中継されることなく、参加者（ＵＥおよび
／または端末）の間で送信される。サイドリンクは、サイドリンク通信チャネルを介して
直接リンク可能である、参加者のエアインターフェースを介してのみおよび／または直接
確立可能である。いくつかの変形例では、サイドリンク通信は、例えば、確定的に規定さ
れたリソース上で、および／または参加者の間でネゴシエートされるリソース上で、ネッ
トワークノードによる相互作用もなく行われてよい。代替的にまたは追加的に、ネットワ
ークノードは、例えば、サイドリンク通信のために、リソース、とりわけ、１つまたは複
数のリソースプールを設定すること、および／または、例えば充電の目的で、サイドリン
クを監視することによって、ある制御機能性を提供することが考えられ得る。
【００８５】
　サイドリンク通信は、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信、および／または、場合に
よっては、例えば、ＬＴＥの文脈で、ＰｒｏＳｅ（近接サービス）通信と称される場合も
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ある。サイドリンクは、Ｖ２ｘ通信（車両通信）、例えば、Ｖ２Ｖ（ビークルツービーク
ル）、Ｖ２Ｉ（ビークルツーインフラストラクチャ）、および／またはＶ２Ｐ（ビークル
ツーパーソン）の文脈で実施されてよい。サイドリンク通信に適応される任意のデバイス
は、ユーザ機器または端末とみなされてよい。
【００８６】
　サイドリンク通信チャネル（または構造）は、１つまたは複数の（例えば、物理または
論理）チャネル、例えば、ＰＳＣＣＨ（例えば、肯定応答位置指示のような制御情報を伝
達することができる物理サイドリンク制御チャネル）、および／またはＰＳＳＣＨ（例え
ば、データおよび／または肯定応答シグナリングを伝達することができる物理サイドリン
グ共有チャネル）を含むことができる。サイドリンク通信チャネル（または構造）は、例
えば、特定のライセンスおよび／または標準に従って、セルラー通信に関連付けられたお
よび／またはこれによって使用される１つまたは複数のキャリアおよび／または周波数範
囲に関連するおよび／またはこれによって使用されることが考えられ得る。参加者は、と
りわけ、周波数領域において、および／またはサイドリンクのキャリアのような周波数リ
ソースに関連している（物理）チャネルおよび／またはリソースを共有することができる
ことで、２以上の参加者は、それにおいて例えば同時に送信するおよび／または時間シフ
トされるようにする、および／または特定の参加者に特定のチャネルおよび／またはリソ
ースが関連付けられてよく、それによって、例えば、１参加者のみが、例えば、周波数領
域において、および／または１つまたは複数のキャリアもしくはサブキャリアに関連して
いる、特定のチャネル上で、または１つまたは複数の特定のリソース上で送信するように
する。
【００８７】
　サイドリンクは、特定の標準、例えば、ＬＴＥベースの標準および／またはＮＲに従っ
てよいおよび／または従って実施されてよい。サイドリンクは、例えば、ネットワークノ
ードによって設定されるように、ならびに／または参加者間であらかじめ設定されるおよ
び／もしくはネゴシエートされるように、ＴＤＤ（時分割複信）および／またはＦＤＤ（
周波数分割複信）を利用することができる。ユーザ機器は、これが、この無線回路構成が
、および／または処理回路構成が、例えば、とりわけ特定の標準に従って、１つまたは複
数の周波数範囲および／もしくはキャリア上で、ならびに／または１つまたは複数のフォ
ーマットにおいて、サイドリンクを利用するように適応される場合、サイドリンク通信に
適応されているとみなされ得る。一般的に、無線アクセスネットワークはサイドリンク通
信の２参加者によって規定されることが考えられ得る。代替的にまたは追加的に、無線ア
クセスネットワークは、ネットワークノードおよび／またはこのようなノードとの通信に
よって表されてよい、規定されてよい、および／またはこれに関連していてよい。
【００８８】
　通信または通信することは、一般的に、シグナリングを送信することおよび／または受
信することを含むことができる。サイドリンク上の通信（またはサイドリンクシグナリン
グ）は、通信のために（対応して、シグナリングのために）サイドリンクを利用すること
を含んでよい。サイドリンク送信および／またはサイドリンク上で送信することは、サイ
ドリンク、例えば、関連のリソース、送信フォーマット、回路構成、および／またはエア
インターフェースを利用する送信を含むとみなされてよい。サイドリンク受信および／ま
たはサイドリンク上で受信することは、サイドリンク、例えば、関連のリソース、送信フ
ォーマット、回路構成、および／またはエアインターフェースを利用する受信を含むとみ
なされてよい。サイドリンク制御情報（例えば、ＳＣＩ）は、一般的に、サイドリンクを
利用して送信される制御情報を含むとみなされてよい。
【００８９】
　一般的に、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）は、無線および／もしくはセルラー通信
ネットワーク、ならびに／またはネットワークノードと、端末との間の、または少なくと
も１つの送信方向（例えば、ＤＬおよび／またはＵＬ）に対する複数のキャリアを含むサ
イドリンクにおける無線接続および／または通信リンクの概念のみならず、キャリアのア
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グリゲーションを指すことができる。対応する通信リンクは、キャリアアグリゲートされ
た通信リンクまたはＣＡ通信リンクと称される場合があり、キャリアアグリゲーションに
おけるキャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）と称される場合がある。このような
リンクでは、データは、キャリアアグリゲーションの複数のキャリアおよび／または全て
のキャリア（キャリアのアグリゲーション）にわたって送信されてよい。キャリアアグリ
ゲーションは、１つ（または複数）の専用制御キャリア、および／または（例えば、プラ
イマリコンポーネントキャリアまたはＰＣＣと称される場合がある）プライマリキャリア
を含んでよく、これらにわたって制御情報は送信可能である。ここで、制御情報は、プラ
イマリキャリア、およびセカンダリキャリア（またはセカンダリコンポーネントキャリア
（ＳＣＣ））と称される場合がある他のキャリアを指すことができる。しかしながら、い
くつかのアプローチでは、制御情報は、アグリゲーションの複数のキャリア、例えば、１
つまたは複数のＰＣＣ、１つのＰＣＣ、および１つまたは複数のＳＣＣにわたって送られ
てよい。
【００９０】
　送信は一般的に、とりわけ、時間における開始シンボルおよび終了シンボルによって、
これらの間の間隔に及ぶ特定のチャネルおよび／または特定のリソースに関連してよい。
スケジューリングされた送信は、スケジューリングされたおよび／もしくは予想された送
信であってよい、および／またはこのためのリソースがスケジューリング、提供、または
確保される。しかしながら、全てのスケジューリングされた送信が実現されなければなら
ないことはない。例えば、スケジューリングされたダウンリンク送信は受信されない場合
がある、スケジューリングされたアップリンク送信は電力制限により送信されない場合が
ある、またはその他が影響する（例えば、アンライセンスキャリア上のチャネルが占有さ
れる）。送信は、スロットのような送信タイミング構造内の送信タイミング下部構造（例
えば、ミニスロット、および／または送信タイミング構造の一部にのみ及ぶ）に対してス
ケジューリングされてよい。境界シンボルは、送信が開始するまたは終了する送信タイミ
ング構造におけるシンボルを指示することができる。
【００９１】
　本開示の文脈においてあらかじめ定められることは、関連情報が、例えば標準において
規定される、および／または、例えば、設定されることと無関係に、例えば、メモリに記
憶されるネットワークまたはネットワークノードからの特定の設定なしで利用可能である
ことに言及することができる。設定されるまたは設定可能であることは、例えば、ネット
ワークまたはネットワークノードによって、対応する情報が定められる／設定されること
に関連するとみなされてよい。
【００９２】
　ミニスロット設定および／または構造設定のような設定またはスケジュールは、例えば
、有効である時間／送信に対する送信をスケジューリングすることができる、および／ま
たは送信は、別個のシグナリングまたは別個の設定、例えば、別個のＲＲＣシグナリング
および／またはダウンリンク制御情報シグナリングによってスケジューリングされてよい
。スケジューリングされた送信は、スケジューリングされるデバイスによって送信される
シグナリング、または、デバイスはどの通信側にあるのかに応じて、スケジューリングさ
れるデバイスによって受信されるシグナリングを表すことができる。ダウンリンク制御情
報または具体的にはＤＣＩシグナリングが、ＭＡＣ（媒体アクセス制御）シグナリングま
たはＲＲＣ層シグナリングのような上位層シグナリングと対照的に、物理層シグナリング
とみなされてよいことは、留意されるべきである。シグナリングの層が高いほど、少なく
とも部分的に、それぞれの層が処理およびハンドリングを必要とするいくつかの層を通し
て渡されなければならないようなシグナリングに含有される情報により、消費する時間／
リソースの頻度が低くなる／多くなることが考えられ得る。
【００９３】
　スケジューリングされた送信、および／またはミニスロットまたはスロットのような送
信タイミング構造は、特定のチャネル、とりわけ、物理アップリンク共有チャネル、物理
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アップリンク制御チャネル、または物理ダウンリンク共有チャネル、例えば、ＰＵＳＣＨ
、ＰＵＣＣＨ、またはＰＤＳＣＨに関連してよい、および／または特定のセルおよび／ま
たはキャリアアグリゲーションに関連してよい。対応する設定、例えば、スケジューリン
グ設定またはシンボル設定は、このようなチャネル、セル、および／またはキャリアアグ
リゲーションに関連してよい。スケジューリングされた送信は、物理チャネル、とりわけ
、共有物理チャネル、例えば、物理アップリンク共有チャネルまたは物理ダウンリンク共
有チャネル上の送信を表す。このようなチャネルには、半永続的な設定はとりわけ適して
いる場合がある。
【００９４】
　一般的に、設定は、タイミングを指示する、および／または対応する設定データによっ
て表されるもしくは設定される設定であってよい。設定は、とりわけ、半永続的におよび
／または準静的に、リソースを指示するおよび／またはスケジューリングすることができ
る、メッセージ、設定、または対応するデータに、埋め込まれてよいおよび／またはこれ
に含まれてよい。一般に、設定、とりわけ、フィードバック設定および／もしくはコード
ブック設定、またはこれらのセットは、１つまたは複数のメッセージに基づいて設定され
てよい。このようなメッセージは異なる層に関連付けられてよい、および／または、動的
設定に対して少なくとも１つのメッセージ、および／または準静的設定についての少なく
とも１つのメッセージがあってよい。異なるメッセージは、異なる、同様の、または同じ
パラメータおよび／もしくは設定を設定することができ、場合によっては、例えば、ＤＣ
Ｉ／ＳＣＩシグナリングによる動的設定は、準静的設定をオーバーライドしてよい、およ
び／または、例えば、上位層／準静的設定によってあらかじめ定められてよいおよび／ま
たは設定されてよい設定のセットからの選択を指示することができる。とりわけ、フィー
ドバック設定のような設定は、１つもしくは複数の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジ、１つもしくは複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）メッセージ、および／または、１つ
もしくは複数の制御情報メッセージ、例えば、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）メッセー
ジおよび／またはサイドリンク制御情報（ＳＣＩ）メッセージによって設定されてよい。
【００９５】
　送信タイミング構造の制御領域は、制御シグナリング、とりわけ、ダウンリンク制御シ
グナリングのために、および／または特定の制御チャネル、例えば、ＰＤＣＣＨのような
物理ダウンリンク制御チャネルのために、意図、スケジューリング、または確保される時
間的な間隔であってよい。この間隔は、例えば、ＰＤＣＣＨ，ＲＲＣシグナリング、また
はマルチキャストもしくはブロードキャストチャネル上で、例えば、（シングルキャスト
されてよい、例えば、特定のＵＥにアドレス指定される、またはこれを対象としてよい）
（ＵＥ固有の）専用シグナリングによって、設定されてよいまたは設定可能であってよい
、時間におけるいくつかのシンボルを含んでよいおよび／またはこれで構成されてよい。
一般に、送信タイミング構造は、設定可能なシンボル数に及ぶ制御領域を含んでよい。一
般に、境界シンボルは時間における制御領域の後になるように設定されることが考えられ
得る。
【００９６】
　送信タイミング構造のシンボルの持続時間（シンボル時間長または間隔）は一般的に、
ヌメロロジーおよび／またはキャリアに依存してよく、ここで、ヌメロロジーおよび／ま
たはキャリアは設定可能である。ヌメロロジーは、スケジューリングされた送信に使用さ
れるヌメロロジーであってよい。
【００９７】
　デバイスを、もしくはデバイスのためにスケジューリングすること、および／または関
連の送信もしくはシグナリングは、リソースによってデバイスを設定することを含む、ま
たはこれを設定する、および／もしくは、例えば、通信に使用するために、デバイスリソ
ースに指示する形態であるとみなされてよい。スケジューリングはとりわけ、送信タイミ
ング構造、またはこの下部構造（例えば、スロットの下部構造とみなされてよいスロット
またはミニスロット）に関連してよい。境界シンボルは、下部構造のためにスケジューリ
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ングされる場合でも、例えば、基礎を成すタイミンググリッドが送信タイミング構造に基
づいて規定される場合に、送信タイミング構造に関連して特定および／または判断されて
よいことが考えられ得る。スケジューリングを指示するシグナリングは、対応するスケジ
ューリング情報を含んでよい、および／またはスケジューリングされた送信を指示するお
よび／またはスケジューリング情報を含む設定データを表すまたは含有するとみなされて
よい。このような設定データまたはシグナリングは、リソース設定またはスケジューリン
グ設定とみなされてよい。（とりわけ、単一メッセージとしての）このような設定が、場
合によっては、例えば、他のシグナリング、例えば、上位層シグナリングによって設定さ
れる他の設定データがなく完了されない恐れがあることは、留意されるべきである。とり
わけ、シンボル設定は、どのシンボルがスケジューリングされた送信にアサインされるか
を厳密に特定するためのスケジューリング／リソース設定に加えて、提供されてよい。ス
ケジューリング（またはリソース）設定は、スケジューリングされた送信のための送信タ
イミング構造、および／または（例えば、シンボルの数または時間の長さにおける）リソ
ース量を指示することができる。
【００９８】
　スケジューリングされた送信は、例えば、ネットワークまたはネットワークノードによ
ってスケジューリングされた送信であってよい。送信は、この文脈では、アップリンク（
ＵＬ）、ダウンリンク（ＤＬ）、またはサイドリンク（ＳＬ）送信であってよい。スケジ
ューリングされた送信がスケジューリングされるデバイス、例えばユーザ機器は、それに
応じて、スケジューリングされた送信を（例えば、ＤＬまたはＳＬにおいて）受信するま
たは（例えば、ＵＬまたはＳＬにおいて）送信するようにスケジューリングされてよい。
送信をスケジューリングすることは、とりわけ、この送信のためのリソースによってスケ
ジューリングされたデバイスを設定すること、および／またはデバイスに、送信がいくつ
かのリソースを対象としているおよび／またはこれのためにスケジューリングされている
ことを通知することを含むとみなされてよい。送信は、時間間隔、とりわけ、開始シンボ
ルと終了シンボルとの間の（およびこれらを含む）時間における連続的な間隔を形成する
ことができる連続のシンボル数に及ぶようにスケジューリングされてよい。（例えば、ス
ケジューリングされた）送信の開始シンボルおよび終了シンボルは、同じ送信タイミング
構造、例えば、同じスロット内にあってよい。しかしながら、場合によっては、終了シン
ボルは、開始シンボルより後の送信タイミング構造、とりわけ、時間的に後の構造におけ
るものであり得る。スケジューリングされた送信には、例えば、いくつかのシンボルまた
は関連の時間間隔において、持続時間が関連付けられておよび／または指示されてよい。
いくつかの変形例では、同じ送信タイミング構造においてスケジューリングされた異なる
送信があってよい。スケジューリングされた送信は、特定のチャネル、例えば、ＰＵＳＣ
ＨまたはＰＤＳＣＨのような共有チャネルに関連付けられているとみなされてよい。
【００９９】
　本開示の文脈では、動的にスケジューリングされたもしくは非周期的な送信および／ま
たは設定と、準静的な、半永続的な、もしくは周期的な送信および／または設定との間で
区別されていてよい。「動的な」という用語または同様の用語は、一般的に、（比較的）
短い時間スケール、（例えば、あらかじめ定められた、設定された、限定された、および
／または明確な）発生回数、送信タイミング構造、例えば、スロットまたはスロットアグ
リゲーションのような１つまたは複数の送信タイミング構造、および／または１つまたは
複数（例えば、特定の数）の送信／発生回数に対して有効な、スケジューリングされた、
および／または設定された設定／送信に関連し得る。動的設定は、低レベルシグナリング
、例えば、とりわけ、ＤＣＩまたはＳＣＩの形態の、物理層および／またはＭＡＣ層にお
ける制御シグナリングに基づいていてよい。周期的／準静的は、より長い時間スケール、
例えば、いくつかのスロットおよび／もしくは複数のフレーム、および／または、例えば
、動的設定が矛盾するまで、または新しい周期的設定に到達するまでの規定されていない
発生回数に関連し得る。周期的なまたは準静的な設定は、上位層シグナリング、とりわけ
、ＲＣＬ層シグナリング、ＲＲＣシグナリング、および／またはＭＡＣシグナリングに基
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づいてよい、および／またはこれらが設定されてよい。
【０１００】
　送信タイミング構造は、複数のシンボルを含んでよい、および／またはいくつかのシン
ボルを含む間隔（対応して、それらの関連の時間間隔）を規定してよい。本開示の文脈に
おいて、参照を容易にするためにシンボルに言及することが、文脈から、周波数領域コン
ポーネントも考慮されなければならないことが明らかでない限り、時間領域プロジェクシ
ョン、時間間隔、時間コンポーネント、持続時間、またはシンボルの時間的な長さに言及
するように解釈可能であることは、留意されるべきである。送信タイミング構造の例には
、スロット、サブフレーム、（スロットの下部構造とみなされる場合もある）ミニスロッ
ト、（複数のスロットを含んでよく、かつスロットの上部構造とみなされてよい）スロッ
トアグリゲーション、対応してそれらの時間領域コンポーネントが含まれる。送信タイミ
ング構造は、一般的に、送信タイミング構造の時間領域の広がり（例えば、間隔、長さ、
または持続時間）を規定し、かつ番号順に互いに隣接して配置される複数のシンボルを含
んでよい。（また、同期構造としてみなされ得るまたは実装されてよい）タイミング構造
は、例えば、最小のグリッド構造を表す、シンボルを有するタイミンググリッドを規定す
ることができる、一連のこのような送信タイミング構造によって規定されてよい。送信タ
イミング構造、および／または境界シンボルもしくはスケジューリングされた送信は、こ
のようなタイミンググリッドに関連して判断またはスケジューリングされてよい。受信の
送信タイミング構造は、例えば、タイミンググリッドに関連して、スケジューリング制御
シグナリングが受信される送信タイミング構造であってよい。送信タイミング構造は、と
りわけ、スロットまたはサブフレーム、または場合によっては、ミニスロットであってよ
い。
【０１０１】
　制御情報は、一般的に、例えば、ＤＣＩメッセージまたはＳＣＩメッセージのような動
的メッセージとして、または場合によっては、上位層シグナリング、例えば、ＲＲＣまた
はＭＡＣ層シグナリングとして、例えば、物理層またはチャネル上で、制御メッセージに
おいて送信可能である。制御メッセージは、コマンドタイプ情報を含んでよいまたはこれ
で構成されてよいコマンドタイプメッセージ、または、スケジューリング情報、例えば、
スケジューリングデータシグナリングを含んでよいスケジューリングタイプメッセージで
あってよい。制御情報は、スケジューリングタイプ制御情報（またはより短いスケジュー
リングタイプ情報）、例えば、シグナリングの受信のためのリソースおよび／または送信
パラメータを指示する制御情報、および／またはシグナリグの送信のためのリソースおよ
び／または送信パラメータを指示する制御情報を含んでよい。シグナリングは、とりわけ
、例えばデータチャネルにおけるデータシグナリングであってよい。制御情報は、とりわ
けコマンドタイプ制御情報を含んでよいまたはこれで構成されてよい、および／またはコ
マンドタイプメッセージに含まれてよい。一般に、制御情報または制御メッセージ、例え
ば、ＤＣＩまたはＳＣＩメッセージは、スケジューリングタイプ情報／メッセージと、コ
マンドタイプ情報／メッセージとの間で区別されてよい。スケジューリングタイプメッセ
ージは、例えば、ダウンリンクまたはアップリンクにおいてそれぞれ、例えば、ターゲッ
ト無線ノードに対する受信または送信のために、データチャネル（データシグナリング）
における送信をスケジューリングすることができる。スケジューリンググラントおよびス
ケジューリングアサインメントは、このようなスケジューリングタイプメッセージの例で
ある。コマンドタイプメッセージは、例えば、データチャネル上の送信をスケジューリン
グしない、異なるタイプのメッセージであってよい。コマンドタイプメッセージは、設定
可能または柔軟であってよい命令セットを含むことができる。命令はスケジューリングに
依存しない場合がある。コマンドタイプ情報は、例えば、帯域幅の、例えば別の帯域幅部
分への切り替え、キャリア、セル、および／または帯域幅部分のアクティブ化もしくは非
アクティブ化、グラントなし送信のアクティブ化もしくは非アクティブ化、ならびに／ま
たは、設定されたパラメータまたは設定のセットからのパラメータまたは設定の選択の指
示を、例えば、指示するおよび／または命令することができる。いくつかの変形例では、
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コマンドタイプメッセージは、データシグナリングをスケジューリングしない、またはこ
のようなスケジューリングが設定可能またはオプションであってよい構造を有することが
できるように、スケジューリングに依存しない場合がある。コマンドタイプについて、制
御情報の受信が推論可能であることに基づくスケジューリングされた送信がない場合があ
る。スケジューリングタイプメッセージがコマンドタイプ情報を含んでよいことは、留意
されるべきである。フィードバック情報は、通信方向またはモードに応じて、制御情報、
とりわけ、ＵＣＩまたはＳＣＩの形態とみなされ得る。フィードバックシグナリングは制
御シグナリングの形態とみなされ得る。フィードバック情報を含む制御メッセージは、サ
イドリンク、迂回中継、または中継リンクにおけるリソースについての要求、または一般
に、ＵＣＩもしくがＵＣＩのような情報を含むことができる、フィードバックタイプメッ
セージと称される場合があるさらなるタイプのものであるとみなされ得る。
【０１０２】
　シグナリング、とりわけ、制御シグナリングは、異なるキャリア上で送信可能であり、
および／または、例えば、異なる肯定応答シグナリングプロセスに、例えば、１つまたは
複数のこのようなプロセスを表すおよび／またはこれに関連するように、関連付け可能で
ある、複数の信号および／またはメッセージを含んでよい。指示は、シグナリング、複数
の信号、および／またはメッセージを含んでよく、および／または、これらに含まれてよ
く、これらは、異なるキャリア上で送信可能であり、および／または、異なる肯定応答シ
グナリングプロセスに、例えば、１つまたは複数のこのようなプロセスを表すおよび／ま
たはこれに関連するように、関連付け可能である。
【０１０３】
　一般的に、リソースエレメント上で伝達可能である特定のシグナリングに関連付けられ
るビット数またはビットレートが、変調符号化方式（ＭＣＳ）に基づいてよいことは、留
意されるべきである。よって、ビットまたはビットレートは、例えば、ＭＣＳに応じて、
周波数および／または時間のリソース構造または範囲を表すリソースの形態として見られ
得る。ＭＣＳは、例えば、制御シグナリング、例えば、ＤＣＩ、ＭＡＣ（媒体アクセス制
御）、またはＲＲＣ（無線リソース制御）シグナリングによって、設定されてよいまたは
設定可能であってよい。
【０１０４】
　制御情報の異なるフォーマット、例えば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）のような制御チャネルに対する異なるフォーマットが考えられ得る。ＰＵＣＣＨは、制
御情報または対応する制御シグナリング、例えば、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）を伝
達することができる。ＵＣＩは、フィードバックシグナリング、ＨＡＲＱフィードバック
（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）のような肯定応答シグナリング、例えば、チャネル品質情報（ＣＱ
Ｉ）を含む測定情報シグナリング、および／または、スケジューリング要求（ＳＲ）シグ
ナリングを含むことができる。サポートされるＰＵＣＣＨフォーマットのうちの１つは、
短くてよく、例えばスロット間隔の終わりに発生する、多重化される、および／またはＰ
ＵＳＣＨに隣接している場合がある。同様の制御情報は、サイドリンク上で、例えば、と
りわけ、（Ｐ）ＳＣＣＨのような（物理）サイドリンク制御チャネル上でサイドリンク制
御情報（ＳＣＩ）として提供可能である。
【０１０５】
　（周波数間隔および／または範囲と称される場合がある）周波数領域におけるリソース
構造は、サブキャリアグループ化によって表されてよい。サブキャリアグループ化は、１
つまたは複数のサブキャリアを含んでよく、これらのそれぞれは、特定の周波数間隔およ
び／または帯域幅を表すことができる。サブキャリアの帯域幅、周波数領域における間隔
の長さは、サブキャリア間隔および／またはヌメロロジーによって判断されてよい。サブ
キャリアは、それぞれのサブキャリアが（１より大きいグループ化サイズのための）周波
数空間におけるグループ化の少なくとも１つの他のサブキャリアに隣接するように、配置
されてよい。グループ化のサブキャリアは、同じキャリアに、例えば、設定可能に、設定
されるように、またはあらかじめ定められるように、関連付け可能である。（周波数領域
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における）グループ化を代表する物理リソースブロックが考えられ得る。サブキャリアグ
ループ化は、特定のチャネルおよび／またはシグナリングのタイプに関連付けられるとみ
なされてよく、このようなチャネルまたはシグナリングに対するこの送信は、グループ化
における、少なくとも１つの、複数の、または全てのサブキャリアについて、スケジュー
リングされる、送信される、対象とする、および／または設定される。このような関連付
けは、時間に依存する場合がある、例えば、設定されてよい、設定可能であってよい、も
しくはあらかじめ定められてよく、および／または動的もしくは準静的であってよい。関
連付けは、例えば設定される、設定可能である、もしくはあらかじめ定められる、および
／または動的なもしくは準静的な異なるデバイスに対して異なっていてよい。サブキャリ
アグループ化のパターンは、（同じまたは異なるシグナリング／チャネルに関連付けられ
てよい）１つまたは複数のサブキャリアグループ化、および／または（例えば、特定のデ
バイスから見られるように）関連付けられたシグナリングのない１つまたは複数のグルー
プ化を含むことができることが考えられ得る。パターンの一例はコームであり、これにつ
いて、同じシグナリング／チャネルに関連付けられたグループ化のペア間に、１つまたは
複数の異なるチャネルおよび／またはシグナリングタイプに関連付けられた１つもしくは
複数のグループ化、および／または関連のチャネル／シグナリングのない１つもしくは複
数のグループ化が配置される。
【０１０６】
　シグナリングのタイプの例には、特定の通信方向のシグナリング、とりわけ、アップリ
ングシグナリング、ダウンリンクシグナリング、サイドリンクシグナリング、および、参
照シグナリング（例えば、ＳＲＳ、ＣＲＳ、またはＣＳＩ－ＲＳ）、通信シグナリング、
制御シグナリング、および／またはＰＵＳＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＤＣＣＨ、
ＰＳＣＣＨ、ＰＳＳＣＨなどのような特定のチャネルに関連付けられたシグナリングが含
まれる。
【０１０７】
　動作条件は、ＲＡＮのロード、もしくは送信またはシグナリングの用途または使用事例
、および／または送信またはシグナリングに対するサービス品質（ＱｏＳ）条件（または
要件）に関連する場合がある。ＱｏＳは例えば、データレート、優先度、レイテンシ、お
よび／または送信品質、例えば、ＢＬＥＲまたはＢＥＲに関連してよい。ＵＲＬＬＣに対
する使用は、サービス関連条件の品質とみなされ得る。
【０１０８】
　本開示では、限定ではなく説明の目的で、本明細書に提示される技法を十分に理解して
もらうために（特有のネットワーク機能、プロセス、およびシグナリングステップなどの
）具体的な詳細が示されている。本開示の概念および態様が、他の変形例、およびこれら
の具体的な詳細から逸脱する変形例において実践可能であることは、当業者には明らかで
あろう。
【０１０９】
　例えば、概念および変形例は、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、
ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）、新無線モバイル、または無線通信技術の文脈
で部分的に説明されているが、これは、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）などの追
加のまたは代替的なモバイル通信技術に関連した本開示の概念および態様の使用を除外す
るものではない。説明した変形例は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ
）のある特定の技術仕様（ＴＳ）に関連し得るが、本開示のアプローチ、概念、および態
様がまた、異なる性能管理（ＰＭ）仕様に関連して実現可能であることは、理解されるで
あろう。
【０１１０】
　さらに、当業者には理解されるであろうが、本明細書に説明したサービス、機能、およ
びステップは、プログラミングされたマイクロプロセッサと併せて機能するソフトウェア
を使用して、または、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または汎用コンピュータ
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を使用して、実施されてよい。本明細書に説明される変形例は、方法およびデバイスの文
脈で明らかにされているが、本明細書に提示される概念および態様はまた、プログラム製
品のみならず、制御回路構成、例えば、コンピュータプロセッサおよび該プロセッサに結
合されるメモリを含むシステムにおいて具現化されてよく、このメモリは、本明細書に開
示されるサービス、機能、およびステップを実行する１つまたは複数のプログラムもしく
はプログラム製品によってコード化されることも、理解されるであろう。
【０１１１】
　本明細書に提示される態様および変形例の利点は、前述の説明から十分理解されるもの
になると思われ、本明細書に説明される概念および態様の範囲から逸脱することなく、ま
たはこの有利な効果の全てを犠牲にすることなく、例示の態様の形態、構成、および配置
においてさまざまな変更がなされてよいことは、明らかであろう。本明細書に提示される
態様は多くのやり方で変えることができる。
【０１１２】
　いくつかの有用な略語は以下を含む。
【０１１３】
　　　略語　　　　　説明
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　肯定応答／否定応答
　ＡＲＱ　自動再送要求
　ＣＡＺＡＣ　一定振幅ゼロ相互相関（Ｃｏｎｓｔａｎｔ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｚｅｒ
ｏ　Ｃｒｏｓｓ　Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）
　ＣＢＧ　符号ブロックグループ
　ＣＣＥ　制御チャネルエレメント
　ＣＤＭ　符号分割多重化
　ＣＭ　キュービックメトリック
　ＣＯＲＥＳＥＴ　制御チャネルリソースセット
　ＣＱＩ　チャネル品質情報
　ＣＲＣ　巡回冗長検査
　ＣＲＳ　共通参照信号
　ＣＳＩ　チャネル状態情報
　ＣＳＩ－ＲＳ　チャネル状態情報参照信号
　ＤＡＩ　ダウンリンクアサインメントインジケータ
　ＤＣＩ　ダウンリンク制御情報
　ＤＦＴ　離散フーリエ変換
　ＤＭ（－）ＲＳ　復調用参照信号（シグナリング）
　ＦＤＤ／ＦＤＭ　周波数分割複信／多重
　ＨＡＲＱ　ハイブリッド自動再送要求
　ＩＦＦＴ　逆高速フーリエ変換
　ＭＢＢ　モバイルブロードバンド
　ＭＣＳ　変調符号化方式
　ＭＩＭＯ　多入力多出力
　ＭＲＣ　最大比合成
　ＭＲＴ　最大比送信
　ＭＵ－ＭＩＭＯ　マルチユーザ多入力多出力
　ＯＦＤＭ／Ａ　直交周波数分割多重／多元接続
　ＰＡＰＲ　ピーク対平均電力比
　ＰＢＣＨ　物理ブロードキャストチャネル
　ＰＤＣＣＨ　物理ダウンリンク制御チャネル
　ＰＤＳＣＨ　物理ダウンリンク共有チャネル
　ＰＲＡＣＨ　物理ランダムアクセスチャネル
　ＰＲＢ　物理リソースブロック
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　ＰＵＣＣＨ　物理アップリンク制御チャネル
　ＰＵＳＣＨ　物理アップリンク共有チャネル
　（Ｐ）ＳＣＣＨ　（物理）サイドリンク制御チャネル
　（Ｐ）ＳＳＣＨ　（物理）サイドリンク共有チャネル
　ＱｏＳ　サービス品質
　ＲＢ　リソースブロック
　ＲＮＴＩ　無線ネットワーク一時識別子
　ＲＲＣ　無線リソース制御
　ＳＣ－ＦＤＭ／Ａ　シングルキャリア周波数分割多重／多元接続
　ＳＣＩ　サイドリンク制御情報
　ＳＩＮＲ　信号対干渉電力と雑音比
　ＳＩＲ　信号対干渉比
　ＳＮＲ　信号対雑音比
　ＳＲ　スケジューリング要求
　ＳＲＳ　サウンディング参照信号（シグナリング）
　ＳＶＤ　特異値分解
　ＴＤＤ／ＴＤＭ　時間分割複信／多重
　ＵＣＩ　アップリンク制御情報
　ＵＥ　ユーザ機器
　ＵＲＬＬＣ　超低レイテンシ高信頼性通信
　ＶＬ－ＭＩＭＯ　大規模多入力多出力
　ＺＦ　ゼロフォーシング
【０１１４】
　略語は、該当する場合、３ＧＰＰの慣例に従っているとみなされ得る。

【図１】 【図２】

【図３】
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